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河川基金へのご寄付は
全国の川をより良くする活動へと
つながっています。

酪農学園大学の学生を中心とした茨戸川緑地の整備の様子

河川基金　FILE

10

河川基金は、「カラカ
ネイトトンボを守る

会　

あいあい自然ネット
ワーク」を応援して

います。

未来のために守ってつくろう！
生き物たちのすみか
特定非営利活動法人カラカネイトトンボを守る会　
あいあい自然ネットワーク（⻌嵲麣劦䌽䋐）

ʰΧϥΧωΠττϯϘをकるձʱは、ੴङ川下ྲྀҬに͋りࡳຈࢢ಺で།Ұ࢒るࣰ࿏෱Ҡ࣪ݪやਫลのڥ؀を子Ͳ΋たͪ
΁࢒していくたΊ、φγϣφϧɾτϥετӡ動やΧϥΧωΠττϯϘなͲのكগな࣪ݪ動২෺のอ全ɾอޢ活動、਎
ۙなਫลڥ؀のҡ࣋活動、਎ۙなࣗવと;れ͋う活動、ܒ発活動なͲをߦっています。
川のྲྀҬでの੔උ活動をਓのखでߦう͜とにより、ຊདྷの川のػೳをਓのखをか͚て回෮する。੔උ活動にՃ͑、川
やਫลに਌しむ活動としてのΧψーମݧや、ҟなる河川ڥ؀でのਫ࣭ௐࠪやੜき෺ௐࠪからੜ෺ଟ様ੑをମܥతにֶ
ͼ、఻͑る活動΋ߦっています。
͜れから΋ੴङ川下ྲྀҬのڥ؀੔උやࣗવମݧなͲをܧଓし఻͑る͜とを௨͡、より޿く、よりたくさΜの方々に、
地Ҭのࣗવをकる͜とのେ੾さを஌って΋らい、৺の;るさととなるようなࣗવをະདྷの子Ͳ΋たͪに࢒していく活
動をଓ͚ています。
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15	 	河川財団奨励賞受賞研究
	 -	高分解能音響イメージングによる沈水植物の空間分布調査手法検討 -
	 東京大学大学院新領域創成科学研究科環境システム学専攻	助教	水野	勝紀	さん

21	 	認め合う環境で子ども達の自信が生まれる
	 ろりぽっぷ学園ろりぽっぷ幼稚園・保育園（宮城県）学園長	加茂	光孝	さん　
	 保育園園長	高橋	恵美	さん	小規模保育園園長	髙橋	元気	さん

24	 	大規模豪雨に伴う斜面崩壊及び流木発生量の
推定を可能に

	 九州大学大学院工学研究院環境社会部門	教授	矢野	真一郎	さん

27	 御礼 	 ご寄付の御礼

28	 紹介 	 	河川財団は「紺綬褒章」の公益財団認定を	
受けています

I N FO

表紙写真　ろりぽっぷ幼稚園提供
「勇気を出して」
場所：名取川上流

04	 	2020 年度「河川基金」助成案件を採択決定	
しました

08	 令和元年度　河川教育研究交流会

10	 令和元年度　川づくり団体　全国事例発表会

TOP I CS

18		 	屋根のない博物館～筑後川流域の活動～
	 NPO法人筑後川流域連携倶楽部	駄田井	正	さん　	
	 筑後川まるごと博物館運営委員会	鍋田	康成	さん

　河川基金だよりでは、様々な川づくり活動に取り組む皆さまにとって、その活動の参考となるよ
うな Good Practice についての情報発信と共有を目指していきます。
　今回は、河川基金を活用して全国各地で活動されている方々のなかで、下記の方々からその活動
の様子やメッセージをお聴きしました。 

I N D E X

Go o d 	 P ra c t i c e

I N T ERV I EW

12	 河川財団奨励賞受賞研究
	 -	東京湾流入河川海岸におけるマイクロプラスチック堆積量の	

モデリングとマッピング -
	 東京理科大学	理工学部	土木工学科	助教	片岡	智哉	さん
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TOP I CS

2020 年度

「河川基金」助成案件を採択決定しました

研究者・研究機関部門

区分 採択数 合計
一般研究者・研究機 68

95
アウトリーチ 4
学術図書 0
若手研究者 16
ジュニア研究者 7

区分 採択数 合計
幼稚園、保育園、認定こども園等 4

72
河川教育とりくみ支援 14
スタートアップ 25
アドバンス 28
河川教育に関する実践的研究 1

区分 採択数 合計
流域川づくり団体 55

84全国川づくり団体 23
新設川づくり団体 6

河川や流域に関係する調査・研究を行う、研究者や研究機関
への助成

川づくり団体部門

河川や流域への理解を深めたり、健全な姿に変えるための活
動などを行う市民団体等（川づくり団体）への助成

学校部門

学校教育現場で、河川・流域を通じて防災や環境等を学習する
河川教育に取組む、小・中・高校等への助成

－ 251 件を採択決定、採択結果の概要を紹介します－

TOP I CS
���� 䎃䏝չ屎川㛇ꆃպ助成周⟝׾䱰䫛寸㹀׃ま׋׃

ⱖ真䲿⣘九州大学　教授　矢野真一郎　圫

ⱖ真䲿⣘NPO法人　凃ָזא・׃׵る啾ꅽ川嵲　圫

ⱖ真䲿⣘䌒䎢䋐甧鞢成小学吤　圫
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【
全
体
概
要
】

採
択
件
数
は
全
体
で
１４
件
増

河
川
財
団
で
は
、
２
０
２
０
年
度
河
川

基
金
助
成
事
業
に
よ
る
募
集
を
２
０
１
９

年
１０
月
１
日
か
ら
１１
月
１５
日
に
か
け
て
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
回
は
４
２
０

件
の
申
請
を
頂
き
ま
し
た
。
有
識
者
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
選
考
委
員
会
で
の
審
査
を

経
て
、
こ
の
た
び
表－

１
に
示
す
と
お
り
、

２
５
１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。
申
請
件
数

は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
様
で
し
た
が
、
採
択
件

数
に
つ
い
て
は
全
体
で
１４
件
の
増
（
研
究

者
・
研
究
機
関
部
門
８
件
増
、
川
づ
く
り

団
体
部
門
３
件
増
、
学
校
部
門
３
件
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
か
ら
申
請
を
頂
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
研
究
者
・
研
究
機
関
部
門
】

採
択
件
数
、
採
択
率
と
も
増
加

「
研
究
者
・
研
究
機
関
部
門
」
で
は
、

研
究
の
目
的
や
成
果
が
「
川
づ
く
り
」
や

河
川
管
理
に
貢
献
で
き
る
調
査
・
研
究
に

助
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

河
川
の
現
場
を
活
用
し
た
調
査
・
研
究
や
、

萌
芽
的
研
究
ま
た
は
今
後
の
発
展
性
が
期

待
さ
れ
る
調
査
・
研
究
に
も
優
先
し
て
助

成
を
行
い
ま
す
。

過
去
５
年
間
の
申
請
及
び
採
択
件
数

と
採
択
率
の
推
移
を
図－

１
に
示
し
ま

す
。
申
請
件
数
、
採
択
件
数
と
も
平
成
３０

（
２
０
１
８
）
年
度
ま
で
は
減
少
傾
向
で

し
た
が
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
か

ら
増
加
に
転
じ
、
特
に
今
回
は
、
採
択
件

数
が
８
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

今
年
度
の
採
択
率
は
４１
％
と
昨
年
度
よ
り

４
％
上
昇
し
ま
し
た
。

助
成
区
分
毎
の
申
請
及
び
採
択
件
数

の
内
訳
は
表－

２
の
と
お
り
で
す
。
申
請

件
数
の
多
く
は
、
研
究
機
関
、
一
般
研
究

者
か
ら
の
調
査
・
研
究
で
、
採
択
率
は
昨

年
よ
り
３
％
上
昇
し
ま
し
た
。
近
年
問
題

と
な
っ
て
い
る
気
候
変
動
に
か
か
わ
る
研

究
、
最
近
多
発
し
て
い
る
豪
雨
災
害
や
大

規
模
地
震
災
害
に
関
す
る
調
査
・
研
究
の

採
択
が
多
か
っ
た
こ
と
等
が
要
因
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
研
究
経
験
の
少
な
い
が
研
究
者

と
し
て
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
よ
う
に
支

援
す
る
若
手
研
究
者
（
３５
歳
以
下
）
や
未

来
の
研
究
者
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
中
学

校
、
高
等
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
支
援
す

る
ジ
ュニ
ア
研
究
者
に
つ
い
て
は
、
優
先
的

に
助
成
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
採
択
率
が
他
の
助
成
区
分
と
比
べ

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
研

究
者
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
１
０
０
％
の

採
択
率
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
研
究
が
、

仮
説
の
立
て
方
、
研
究
の
進
め
方
、
そ
し

て
研
究
成
果
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
申
請

件
数
が
昨
年
度
か
ら
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
は
残
念
な
結
果
で
す
。
次
回
の
積

極
的
な
応
募
を
期
待
し
ま
す
。

図－

２
に
助
成
区
分
毎
の
過
去
５
年

間
の
申
請
と
採
択
件
数
の
推
移
を
示
し
ま

す
。
平
成
３０
年
に
申
請
件
数
、
採
択
件
数

が
減
少
し
ま
し
た
が
、
令
和
元
年
度
よ
り

着
実
に
回
復
し
て
き
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
申
請
に
お
い
て
、
書
類

は
不
備
で
あ
っ
た
も
の
の
他
、
申
請
様
式

に
つ
い
て
旧
様
式
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
適
正
な
判
断
が
で
き
ず
、
不
採
択
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
案
件
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
注
意
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

【
川
づ
く
り
団
体
部
門
】

流
域
川
づ
く
り
で
は
９
件
が
初
申
請
で

も
採
択

「
川
づ
く
り
団
体
部
門
」
は
、
河
川
や

そ
の
流
域
に
お
い
て
、
川
や
流
域
へ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
川
や
流
域
を

よ
り
健
全
な
姿
に
変
え
る
、
あ
る
い
は
戻

す
た
め
に
必
要
な
活
動
等
を
行
う
団
体
に

対
し
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
の
う
ち
、

流
域
規
模
で
活
動
を
行
う
団
体
を
対
象

TOP I CS
���� 䎃䏝չ屎川㛇ꆃպ助成周⟝׾䱰䫛寸㹀׃ま׋׃

図－１　過去５年間の申請及び採択件数と採択率の推移

部門
2019（R 元） 2020（R2）

申請件数 採択件数 申請件数 採択件数
研究者・研究機関部門 238 87 231 95
川づくり団体部門 112 81 115 84
学校部門 73 69 74 72

合計 423 237 420 251

表－１　2020（令和２）年度申請件数と採択件数の全体概要

表－２　�河川基金助成事業（研究者・研究機関部門）申請件数と
新規採択件数

助成区分等
2019（Ｒ元） 2020（Ｒ２）

申請数 採択数 採択率 申請数 採択数 採択率

一般研究者
研究機関

一般的助成 190 64 34％ 185 68 37％

学術図書出版 1 0 - 0 0 -

アウトリーチ活動 8 3 38％ 8 4 50％
若手
研究者 一般的助成 27 11 41％ 31 16 52％
ジュニア
研究者 一般的助成 12 9 75％ 7 7 100％

合計 238 87 37％ 231 95 41％
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と
し
た
も
の
を
「
流
域
川
づ
く
り
団
体
」、

全
国
的
な
規
模
で
行
う
団
体
を
対
象
と
し

た
も
の
を
「
全
国
川
づ
く
り
団
体
」、
設

立
さ
れ
て
５
年
以
内
の
団
体
に
対
し
て
そ

の
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
必
要
な

経
費
を
支
援
す
る
も
の
を
「
新
設
川
づ
く

り
団
体
」
と
区
分
し
て
い
ま
す
。

助
成
区
分
毎
の
申
請
と
採
択
件
数
の
内

訳
は
表－

３
の
と
お
り
で
す
。
申
請
件
数
は

流
域
川
づ
く
り
団
体
が
多
く
を
占
め
て
い
ま

す
が
、
採
択
率
は
活
動
の
規
模
の
大
き
な

全
国
川
づ
く
り
団
体
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
流
域
川
づ
く
り
団
体
で
は
、
初
め
て

の
申
請
で
も
採
択
さ
れ
た
案
件
が
９
件
あ
り

ま
し
た
。

助
成
区
分
毎
の
過
去
５
年
間
の
採
択

件
数
の
割
合
の
推
移
を
図－

３
に
示
し
ま

す
。
年
に
よ
る
変
動
は
あ
り
ま
す
が
、
変

動
幅
は
大
き
く
は
な
く
、
顕
著
な
傾
向
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
。
流
域
川
づ
く
り
団
体
の

過
去
５
年
間
の
採
択
件
数
と
採
択
率
の
推

移
を
図－
４
に
示
し
ま
す
。
流
域
川
づ
く

り
団
体
の
採
択
率
は
６０
％
後
半
～
７０
％

と
い
う
幅
の
中
で
変
化
し
て
い
る
状
況
で

す
。
川
づ
く
り
団
体
部
門
で
は
、
川
づ
く

り
へ
の
貢
献
だ
け
で
な
く
、
団
体
の
活
動

を
自
律
的
、
継
続
的
に
展
開
す
る
た
め
の

展
望
（
資
金
の
確
保
や
後
継
者
の
育
成
な

ど
）
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
っ
た
視
点
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
過
年
度
に
採
択

さ
れ
て
い
る
中
で
、
連
続
し
て
申
請
す
る

場
合
に
は
、
常
に
新
た
な
創
意
工
夫
を
行

い
、
過
年
度
の
活
動
か
ら
更
に
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
助
成
の
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
新
し
い
ニ
ー
ズ
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
即

し
た
新
規
の
取
り
組
み
、
あ
る
い
は
、
若

手
に
よ
る
取
り
組
み
の
導
入
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
っ
て
下
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
申
請
に
お
い
て
、
海
外

で
の
調
査
を
行
う
案
件
が
あ
り
ま
し
た
。

海
外
で
の
調
査
・
研
究
に
必
要
な
経
費
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
不
採
択
と

な
っ
た
案
件
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
注
意

し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
学
校
部
門
】

採
択
率
は
９７
％

あ
ら
ゆ
る
生
命
や
私
た
ち
の
身
の
回
り

に
存
在
す
る
多
く
の
物
質
は
「
水
」
と
深

く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
水
が
集
ま
っ

て
で
き
る
「
川
」
や
、
雨
水
が
川
に
集
ま
っ

て
く
る
土
地
の
範
囲
で
あ
る
「
流
域
」
に

は
、
防
災
、
環
境
、
歴
史
・
文
化
と
い
っ

た
学
習
に
活
か
す
こ
と
の
出
来
る
要
素
が

多
様
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

川
や
流
域
を
学
習
素
材
と
す
る
こ
と
は
、

図－２　研究者・研究機関部門の申請及び採択件数の推移

図－３　川づくり団体部門採択件数の推移（割合）

図－４　過去５年間の採択件数と採択率の推移

表－３　川づくり団体部門助成区分別の申請及び採択件数の内訳

助成対象者・助成区分
2019（Ｒ元） 2020（Ｒ２）

申請
件数

採択
件数

採択
率（%）

申請
件数

採択
件数

採択
率（%）

流域＆全国川づくり団体 108 79 73 106 78 74

【流域川づくり団体】 81 55 68 81 55 68

【全国川づくり団体】 27 24 89 25 23 92

新設川づくり団体 4 2 50 8 6 75

合計 112 81 72 114 84 74

TOP I CS
���� 䎃䏝չ屎川㛇ꆃպ助成周⟝׾䱰䫛寸㹀׃ま׋׃

TOP I CS
���� 䎃䏝չ屎川㛇ꆃպ助成周⟝׾䱰䫛寸㹀׃ま׋׃
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子
ど
も
た
ち
の
感
性
や
理
性
を
様
々
な
面

か
ら
育
む
こ
と
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
、

学
校
教
育
や
社
会
教
育
な
ど
の
場
に
お
い

て
、
水
と
深
く
関
わ
る
川
や
流
域
を
素
材

と
し
た
学
習
を
行
っ
て
ゆ
く
取
り
組
み
の

こ
と
を
「
河
川
教
育
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

学
校
部
門
で
は
、「
幼
稚
園
、
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
等
」
と
小
学
校
、中
学
校
、

高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
等
を
対
象

に
河
川
教
育
に
取
り
組
む
た
め
の
準
備
活

動
を
支
援
す
る
「
河
川
教
育
と
り
く
み
支

援
」、
単
学
年
で
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」、
複
数
学
年
で
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
「
ア
ド
バ
ン
ス
」、
川

や
水
を
題
材
に
し
た
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、単
元
、教
材
開
発
等
を
支
援
す
る
「
河

川
教
育
に
関
す
る
実
践
的
研
究
」
の
５
つ

の
助
成
区
分
が
あ
り
ま
す
。

助
成
区
分
毎
の
申
請
と
採
択
の
内
訳

は
表－

４
の
と
お
り
で
す
。「
ア
ド
バ
ン
ス
」

に
つ
い
て
は
８
件
増
と
大
き
く
増
加
し
ま

し
た
が
、「
河
川
教
育
に
関
す
る
実
践
的

研
究
」
に
つ
い
て
は
減
少
（
４
件
減
）
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
川
や
水
を
題
材
に
し

た
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
、
新
た
な

単
元
又
は
教
材
の
開
発
等
に
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
新
し
い
学
習
指
導
要
領

で
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
の
視
点
に

立
っ
た
授
業
改
善
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
河
川
基
金
を
活
用
し
た
実

践
的
研
究
に
よ
り
、
授
業
改
善
に
役
立
て

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
河
川
財
団
で
は
、「
ア
ク
ティ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
視
点
を
持
つ
体
験
学
習

型
の
国
際
水
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト�

Ｗ
Ｅ
Ｔ
（W

ater�Education�
Today

）
の
日
本
国
の
事
務
局
「
プ
ロ
ジェ

ク
ト
Ｗ
Ｅ
Ｔ
ジ
ャパ
ン
」
と
し
て
普
及
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
に
も
役
立
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
の
で
活

用
す
る
こ
と
を
ご
検
討
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
詳
し
く
は
、
河
川
財
団
の
Ｈ
Ｐ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。https://w

w
w.kasen.

or.jp/w
et/tabid121.htm

l

図－

５
に
助
成
区
分
毎
の
過
去
５
年

間
の
申
請
及
び
採
択
件
数
の
推
移
を
示

し
ま
す
。
令
和
元
年
度
か
ら
申
請
数
が

大
き
く
増
加
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
学

校
部
門
全
体
で
は
ほ
ぼ
昨
年
と
同
様
（
１

件
増
）
の
申
請
を
頂
き
ま
し
た
。
表－

４
か
ら
分
か
り
ま
す
よ
う
に
、
採
択
率

は
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
多
く
の
学
校
か
ら
の
申
請
を

期
待
し
ま
す
。

【
ま
と
め
】

河
川
基
金
助
成
事
業
の
採
択
状
況

に
つ
き
ま
し
て
は
、
河
川
財
団
の
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。IttQT���X

X
X�

LaTeO�or�KQ�LiLiO�taCid����ItN
M　

助
成
を
受
け
て
行
っ
た
研
究
や
活
動

等
の
成
果
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

助
成
の
成
果
は
、「
河
川
基
金
研
究
成
果

発
表
会
」
や
「
川
づ
く
り
全
国
事
例
発

表
会
」「
河
川
教
育
研
究
交
流
会
」
で
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、
普
及
啓
発
や
交
流

に
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

河
川
基
金
は
、よ
り
よ
い〝
川
づ
く
り
〟

に
役
立
つ
様
々
な
活
動
に
支
援
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
人
々
の
河
川
へ
の
理
解

が
深
ま
り
、
人
と
川
の
良
好
な
関
係
が

さ
ら
に
強
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
（
令
和
２
年
）

年
度
助
成
事
業
に
お
い
て
も
多
く
の
申

請
を
い
た
だ
き
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
近
年
は
基
金
の
運
用
の
利
回
り

が
厳
し
い
た
め
、
申
請
に
対
し
て
十
分

な
対
応
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
心
苦

し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
幅
広
く
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を

伺
い
な
が
ら
、
改
善
を
図
り
、
よ
り
有

効
な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
活
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

助成対象者 助成区分
2019（R元） 2020（R２）

申請
件数

採択
件数

採択
率（%）

申請
件数

採択
件数

採択
率（%）

幼稚園、保育園、
認定こども園等

幼稚園、保育園、
認定こども園等 4 4 100 4 4 100

小、中、高等学校、
特別支援学校等

河川教育とりくみ支
援 15 15 100 14 14 100

スタートアップ
（単学年） 28 26 93 26 25 96

アドバンス
（複数学年） 21 22 ※105 29 28 97

河川教育に関する
実践的研究 5 2 40 1 1 100

合計 73 69 95 74 72 97

※採択率が 100%を越えているのは、助成区分の変更を行って採択したものが１件あるため

表－4　学校部門助成区分別の申請及び採択件数の内訳

※ 今 年 の ３ 月 か ら「Water Education for 
Teachers」から「Water Education Today」
にアイデンティティ・ミッションが変更さ
れ、ロゴマークも変わりました。

　体験型水教育プログラム「プロジェクトWET」

～水について楽しく学び、考えるようにつくられた教育プログラムです～

TOP I CS
���� 䎃䏝չ屎川㛇ꆃպ助成周⟝׾䱰䫛寸㹀׃ま׋׃

TOP I CS
���� 䎃䏝չ屎川㛇ꆃպ助成周⟝׾䱰䫛寸㹀׃ま׋׃

図－５　学校部門における助成区分毎の申請及び採択件数の推移
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令
和
２
年
２
月
８
日
、
令
和
初
め
て
の

河
川
教
育
研
究
交
流
会
を
東
京
大
学
山

上
会
館
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
発

表
会
は
平
成
ú÷
年
度
に
河
川
基
金
の
助
成

を
受
け
て
活
動
し
た
学
校
部
門
の
助
成
者

の
皆
様
が
活
動
の
成
果
を
発
表
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
は
じ
め
に
文
部
科
学
省
初

等
中
等
教
育
局　

主
任
視
学
官
の
長
尾

篤
志
様
か
ら
「
探
求
型
の
学
び
と
河
川
教

育
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
尾
様
は
、ま
ず
、い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
、

「
な
ぜ
だ
ろ
う
？
」、「
本
当
か
な
？
」、「
違

う
考
え
方
（
も
っ
と
よ
い
考
え
方
）
は
な

い
の
か
？
」な
ど
疑
問
を
持
ち
、調
べ
た
り
、

考
え
た
り
、
疑
問
な
ど
を
解
消
し
て
い
く

中
で
新
た
な
発
見
（
新
た
な
疑
問
）
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
の
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
新
学
習
指
導
要
領
の
特
色
の
一
つ

で
あ
る
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
」
に
関
し
て
、

何
を
学
習
す
る
か
見
通
し
て
疑
問
点
を
明

ら
か
に
し
て
お
く
「
予
習
」
を
重
視
す
る

こ
と
が
、
よ
り
主
体
的
な
学
び
に
つ
な
が

る
。
加
え
て
自
分
の
言
葉
で
表
現
し
説
明

す
る
こ
と
に
よ
り
考
え
が
深
ま
り
、
他
の

考
え
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
考
え
を
整
理

し
直
す
こ
と
に
よ
り
考
え
が
広
が
り
、
こ

の
よ
う
な
学
び
を
繰
り
返
し
探
求
型
の
学

び
（
深
い
学
び
）
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
欲
し

令和元年度　河川教育研究交流会
-「川」や「水」を素材とした教育的価値の創造 -

　չ䱱実㘗ך学ןと屎川教育պ俑部科学満　ⴱ瘝⚥瘝教育㽷　⚺⟣鋔学㸼　長㽵　睚䘊圫

TOP I CS
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パネルディスカッション　口頭発表を行った 5名の先生へご参加いただきました

い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

河
川
財
団
が
進
め
る
「
河
川
教
育
」
に
つ
い

て
は
、
水
や
川
、
流
域
に
関
わ
る
様
々
な
テ
ー

マ
は
探
求
の
良
い
素
材
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、

子
供
の
感
覚
や
思
い
、
疑
問
な
ど
を
大
切
に

す
る
こ
と
。
グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
た
り
、
調
べ

た
り
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
発
表
、
質
疑
応
答

し
、
う
ま
く
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
さ
ら

に
探
求
し
、
次
に
探
求
し
た
い
こ
と
を
考
え
る

こ
と
を
注
意
し
て
欲
し
い
と
助
言
し
て
頂
き
ま

し
た
。

講
演
の
後
は
、
優
秀
成
果
表
彰
に
選
出
さ

れ
た
小
学
校
・
高
等
学
校
の
先
生
よ
り
口
頭

発
表
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

関
西
福
祉
大
学
大
学
院
の
金
沢
緑
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
お
迎
え
し
、発
表
を
行
っ

た
パ
ネ
リ
ス
ト
５
名
の
先
生
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
後
半
に
は
øÿ
の
幼
稚
園
・
保
育
園
、

小
中
高
等
学
校
の
先
生
方
へ
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
取
り
組
み
を
直

接
聞
く
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
場
の
皆
様
か
ら
は
、
講
演
や
他
校
の
取

り
組
み
を
知
る
こ
と
よ
り
今
後
の
学
習
に
活
か

せ
る
情
報
を
得
ら
れ
大
変
有
意
義
だ
っ
た
と

の
お
声
を
沢
山
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
河
川

教
育
研
究
交
流
会
参
加
が
、
教
育
現
場
に
立

つ
先
生
方
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
、
引

き
続
き
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。当
日
は
遠
方
よ
り
多
く
の
皆
様
の
ご
来
場
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

所属機関名 助成事業名

ラ・フェリーチェ保育園 四季の小貝川保育園3

三重大学教育学部附属小学校 流域で捉える安濃川

島根県安来市立広瀬小学校 富田川博士になろう

仙台市立北中山小学校 「地域の自然とふれあおう」における体験活動の推進

高知県吾川郡　いの町立伊野南小学校 奥田川の魅力！発見・発信隊

愛知黎明高等学校 三又池の環境調査と木曽川下流ヨシ再生事業への参加

岡山市立岡山後楽館高等学校 まちなかのふるさと教育

帯広市立豊成小学校 機関庫の川から学ぶ自分達の生活と自然環境とのつながり

佐川町立黒岩小学校 地域の特性を活かした河川学習の構想

多摩市立連光寺小学校 川は自然の宝箱　～わたしたちと多摩川～

川崎市立東菅小学校 体験的な学習を通して思考力を育成する河川教育

学校法人　大阪初芝学園　はつしば学園小学校 大阪の河川でつながる小・中・高等学校の絆プロジェクト

      

令和元年度	河川教育研究交流会	優秀成果賞	⼀覧（順不同、敬称略）

䎂成 ��䎃䏝ח㸣✪׋׃屎川㛇ꆃ助成✲噟学吤部門׍ֲךծ⮚猕ז成卓׾邌䕤ׅるך׮կ
➙䎃כ♴鎸ך保育園ծ小学吤・⚥学吤・高瘝学吤ָ邌䕤さ׸ま׋׃կ
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と
併
せ
た
自
然
体
験
の
場
や
河
川

環
境
の
整
備
・
改
善
及
び
河
川
協

力
団
体
と
し
て
の
維
持
活
動
、
さ

ら
に
は
子
ど
も
や
市
民
対
象
の
川

に
ふ
れ
あ
う
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
展

開
の
取
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候

変
動
の
影
響
に
よ
る
大
水
害
が
各

地
で
頻
発
し
て
お
り
、「
水
害
記
憶

の
風
化
防
止
」
を
強
調
し
た
発
表

が
印
象
的
で
し
た
。

藤
前
干
潟
の
漂
着
ゴ
ミ
、
１５
年
の

闘
い

　

藤
前
干
潟
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
実

行
委
員
会
の
鈴
木
康
平
さ
ん
か
ら

は
、「
藤
前
干
潟
ク
リ
ー
ン
大
作

戦
・
流
域
圏
交
流
事
業
」
と
し
て
、

漂
着
ゴ
ミ
か
ら
藤
前
干
潟
の
自
然

環
境
を
守
る
た
め
の
１５
年
に
お
よ

ぶ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
の
取
組
み

　

令
和
２
年
２
月
９
日
、
東
京
大
学
山

上
会
館
に
て
、「
川
づ
く
り
団
体
全
国
事

例
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令

和
元
年
度
に
河
川
基
金
助
成
事
業
を
完

了
し
た
川
づ
く
り
団
体
の
中
か
ら
、
特
に

優
れ
た
６
団
体
よ
り
実
践
事
例
を
発
表
い

た
だ
き
ま
し
た
。

学
校
と
連
携
し
た
自
然
体
験
活
動
の
ヒ

ン
ト

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多
摩
川
塾
の
竹
本
久
志
さ

ん
か
ら
は
、「
多
摩
川
流
域
の
教
育
者
を

主
対
象
と
し
た
環
境
教
育
指
導
者
育
成

事
業
」
と
し
て
、
多
摩
川
の
市
民
団
体
と

協
力
し
、
学
校
か
ら
の
要
請
に
よ
る
子
ど

も
対
象
の
自
然
体
験
講
座
を
３４
回
開
催

し
約
３
２
０
０
名
の
参
加
者
を
得
て
、
さ

ら
に
小
学
校
の
先
生
を
対
象
の
育
成
塾
の

開
催
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
か

ら
は
、
学
校
と
の
連
携
を
模
索
し
て
い
る

団
体
か
ら
多
数
の
質
問
が
あ
り
、
過
去
か

ら
の
子
供
を
対
象
と
し
て
自
然
体
験
講
座

の
実
績
並
び
に
学
校
や
教
育
委
員
会
へ
の

働
き
か
け
と
関
係
強
化
の
積
み
重
ね
に
よ

り
、
今
で
は
毎
年
３０
校
か
ら
の
要
請
が
あ

る
な
ど
の
説
明
に
、
同
じ
活
動
で
苦
慮
し

て
い
る
団
体
の
取
組
み
に
大
き
な
ヒ
ン
ト

と
な
り
ま
し
た
。

「
恵
み
」
と
「
災
い
」
を
伝
え
る
取
組
み

　

余
笹
川
流
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
稲

葉
茂
さ
ん
か
ら
は
、「
余
笹
川
ふ
れ
あ
い

事
業
」
と
し
て
、
約
2０
年
前
も
平
成
１０
年

那
須
大
水
害
を
契
機
と
し
た
災
害
の
復
興

TOP I CS

令和元年度	川づくり団体全国事例発表会
- 活動の持続可能性や発展を目指して -

29団体によるポスターセッションを開催しました。（カラカネイトトンボを守る会　あいあい自然ネットワークさん）

来賓挨拶
国土交通省	水管理・国土保全局	河川環境課長	高村裕平様
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1

2

令和元年度川づくり団体全国事例発表会　優秀成果表彰　⼀覧（順不同、敬称略）

1〡걧涪邌	如⚅➿ח⠗ִּזאג㢳荈搫川ֻבり	➿邌	瀖渿⥋遤圫
2鎸䙀乆䕦	⟀ㄤ元䎃䏝川ֻבり㔚⡤Ⰻ㕂✲⢽涪邌会	邌䕤䒭

所属機関名 助成事業名

芦田川環境マネジメントセンター 芦田川きれい☆きれいプロジェクト「河川浄化チャレンジ月間」

特定非営利活動法人多摩川塾 多摩川流域の教育者を主対象とした環境教育指導者育成事業

筑後川まるごと博物館運営委員会 筑後川を学び次世代へ伝える活動

多摩市水辺の楽校運営協議会 多摩市水辺の楽校

藤前干潟クリーン大作戦実行委員会 藤前干潟クリーン大作戦・流域圏交流事業

NPO法人しまね体験活動支援センター 斐伊川・神戶川流域環境マップづくり ?

NPO法人	暮らし・つながる森里川海 馬入水辺の楽校及び地域の自然環境の保全と環境教育活動の推進

e-plus 生涯学習研究所 川のアクティブラーニング〜 ESDで取り組む「川の学び方」〜

令和２年度川づくり団体全国事例発表会
人々の河川や流域への理解を深め、川を
健全な姿へ変えるための活動などを行う
市民団体（川づくり団体）の助成事業の
成果発表等を行います。
開催日　令和３年２月７日（日）
場所　　東京大学　山上会館
参加費　無料

䎂成 ��䎃䏝ך㸣✪׋׃屎川㛇ꆃ助成崞⹛׍ֲךծ⮚猕ז成卓׾邌䕤ׅるך׮կ
➙䎃䏝כせך「颣罏ָ邌䕤さ׸ま׋׃կ

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
延
べ
約

４
万
人
に
近
い
参
加
者
、
台
風

に
よ
る
高
潮
と
の
闘
い
、
そ
こ

で
生
ま
れ
た
地
域
交
流
や
中

学
・
高
校
・
大
学
と
参
加
の

輪
の
広
が
り
な
ど
活
動
し
て
い

る
皆
さ
ん
の
一
体
感
が
伝
わ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
漂
着
ゴ
ミ
勉

強
か
ら
繋
が
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
課
題
解
決
へ
の
展
開

と
今
後
の
取
組
み
が
楽
し
み
に

な
り
ま
し
た
。

ポスターセッション
ま׋ծ➙䎃ד㔐湡とזるهスحإ٦ةシّٝכծ
Ⰻ㕂ٖךٕك䞔㜠❛䳔ך㜥とג׃㹀滠׃ծ大㢌剣
䠐纏ז儗꟦とזりま׋׃կ
կ׋׃ま׃ֶַֽ׾⤑♶ごגシّٝ会㜥ָ杞ֻحإ

勻䎃䏝כさח׵涺圫ך崞⹛ך鰵׾䎢־るֶ䩛⠗ְ
ָ⳿勻るג׭⸕ֲ״⿫りְ׋と㶷ׄまׅկ涺圫ך
ご勻㜥ֶ׾䖉ְג׃׍まׅկ
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〇
研
究
概
要

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

自
然
界
に
流
出
し
分
解
さ
れ
、
マ
イ
ク
ロ
化
し
て
海
洋
環

境
中
で
発
見
さ
れ
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
６
月
か
ら
、
河
川
を
経
由
し
海
洋
へ
流
出

す
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

実
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
河
川
で
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

問
題
が
ど
れ
く
ら
い
広
が
っ
て
い
る
か
の
調
査
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
国
内
河
川

に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
の
現
状
を
把
握

し
て
流
域
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し

た
。�調

査
は
、
東
京
湾
に
流
入
す
る
江
戸
川
、
荒
川
、
多

摩
川
な
ど
８
河
川
を
対
象
に
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
で
は
７０

河
川
9０
地
点
で
調
査
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
人

口
が
集
中
す
る
都
市
圏
が
あ
る
関
東
、
近
畿
、
中
部
は

重
点
地
域
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
か
な
り
汚
染

が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
究
成
果
で
は
、
海
か
ら
離
れ
た
内
陸
部
の
河

川
か
ら
も
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
流
出
が
確
認
さ
れ
、

自
然
水
域
に
存
在
す
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
現
状
を

把
握
し
、
調
査
結
果
を
内
陸
を
含
む
流
域
の
市
民
に
伝
え

る
こ
と
に
よ
り
、
プ
ラ
ス
チッ
ク
製
品
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

の
啓
発
活
動
の
強
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
化
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
河
川
を
経
由
し
て
海

に
流
出
す
る
こ
と
で
海
洋
生
態
系
に
悪
影
響
が
出
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
河
川
へ
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
流
出

を
抑
制
し
て
い
き
、
廃
棄
物
管
理
の
高
度
化
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
現
在
の
調
査
で
は
、
人
が
目
視
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

粒
子
を
一
つ
一
つ
分
析
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
今
後
、

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
汚
染
状
況
を
継
続
的
に
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
し
て
い
く
た
め
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
同

河川財団奨励賞受賞研究
「東京湾流入河川海岸におけるマイクロプラスチック
堆積量のモデリングとマッピング」

令和元年度の「河川財団奨励賞」を受賞された東京
理科大学　理工学部　土木工学科　助教　片岡�智哉�
さんに、今回の受賞対象となった研究の概要や成果、
今後の様々な活動への抱負などをお聞きしました。
（河川財団奨励賞は、河川基金助成を受けられた研究
者のうち、今後の活躍が期待される優秀な若手研究
者を表彰するものです。）

東京理科大学　理工学部　土木工学科　助教	片岡	智哉	さん

荒川下流部（左岸）の漂着ゴミ（プラスチック製品が非常に多く確認できる）

令和元年度

河川財団奨励賞

受賞

河川財団奨励賞受賞研究
「東京湾流入河川海岸におけるマイクロプラスチック堆積量のモデリングとマッピング」

* N 5 & 3 7 * &8

定
が
自
動
化
も
し
く
は
よ
り
簡
素
化

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
微
細
化
す
る

前
の
マ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
も
必
要
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
両
立
し
て
推
進
す
る
こ

と
で
、
流
域
に
お
け
る
河
川
へ
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
流
出
状
況
を
把
握
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃

棄
物
の
管
理
の
高
度
化
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
今
後
の
研
究
の
展
開

国
内
河
川
に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
排
出
量
の
調
査
・
研
究
は
、

主
と
し
て
河
川
の
流
心
か
つ
水
表
面
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。
実
際
に
は
横
断
方

向
（
水
平
面
の
流
れ
に
対
し
て
垂
直

な
方
向
）
や
鉛
直
方
向
（
水
平
面
に

対
し
て
鉛
直
な
方
向
）
に
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
分
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

横
断
方
向
に
複
数
の
地
点
と
鉛
直
方

向
に
複
数
の
深
度
で
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
濃
度
を
調
べ
て
、
そ
れ
を

基
に
横
断
面
方
向
全
体
の
マ
イ
ク
ロ
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
輸
送
量
を
推
計
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
・
研
究
に
よ
り
、

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
濃
度
の
鉛

直
分
布
と
横
断
分
布
を
調
べ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
ら
を
考
慮
し
て
横
断
面
全

体
の
輸
送
量
が
評
価
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
流
心
に

お
け
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
濃
度
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荒川下流部（左岸）の漂着ゴミ（プラスチック製品が非常に多く確認できる）

一
緒
に
河
川
で
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

〇
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
の

解
決
・
対
応
策

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
の
元

を
断
つ
と
い
う
の
は
非
常
に
難
し
い
で

す
。
そ
れ
は
、
我
々
の
生
活
の
ほ
ぼ
す

べ
て
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
成
り
立
っ
て
お

り
、私
た
ち
の
身
近
な
例
で
す
と
、ペッ

ト
ボ
ト
ル
や
様
々
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
だ
け
で
な
く
、
洋
服
や
マ
ス
ク
も
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
繊
維
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
は
、
様
々
な
要
因
に
よ

り
陸
域
に
散
乱
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ

ミ
が
微
細
化
し
て
、
側
溝
な
ど
を
介

し
て
河
川
、
海
へ
と
流
出
す
る
こ
と
で

顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。�

例
え
ば
、
我
々
が
生
活
し
て
い
る

と
、
道
路
や
線
路
沿
い
に
ポ
イ
捨
て

さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
を
よ
く
目

に
つ
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
ま
ず
紫
外
線
で
劣
化
が
始
ま
り
、

そ
の
あ
と
熱
で
劣
化
が
進
行
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
後
、
細
か
く
な
り
側

溝
な
ど
を
通
過
し
、
最
終
的
に
は
河

川
か
ら
海
へ
と
流
れ
込
ん
で
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
我
々
は
、
ポ
イ
捨
て

さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が
、
そ
の

土
地
の
景
観
の
悪
化
だ
け
で
は
な
く
、

河
川
や
海
も
汚
し
て
い
る
と
認
識
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
加
え

て
、
道
路
、
鉄
道
、
下
水
道
、
河
川

の
管
理
者
な
ど
の
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
が
一
体
と
な
っ
て
流
域
圏
全
体

す
る
た
め
、
東
京
都
伊
豆
七
島
の
新

島
の
和
田
浜
海
岸
を
調
査
地
点
に
選

定
し
て
、
２
～
３
か
月
に
１
回
の
現

地
調
査
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現

地
調
査
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が

海
に
漂
着
し
て
か
ら
再
漂
流
す
る
ま

で
の
海
岸
で
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の

滞
留
時
間
を
計
測
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
海
岸
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ

の
追
跡
調
査
を
ひ
た
す
ら
行
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
海
岸
で
漂
着
し

た
ゴ
ミ
は
半
年
か
ら
１
年
ぐ
ら
い
で
、

海
に
再
漂
流
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
滞
留
時
間
が
海
岸
の
ス
ケ
ー
ル
、

沿
岸
の
流
れ
や
波
の
作
用
に
よ
っ
て
滞

留
時
間
が
決
ま
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

当
時
は
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
海

岸
で
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
技
術
を
開
発
し
た
経
験
を
生
か

し
て
、
河
川
で
の
マ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

（
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
よ
り
も
大
き

い
ゴ
ミ
）
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
の
開

発
を
東
京
理
科
大
学
の
二
瓶
教
授
と

共
同
し
て
進
め
て
い
ま
し
た
。

海
岸
で
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
研

究
を
進
め
る
内
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

陸
域
で
急
速
に
劣
化
す
る
こ
と
と
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
８
割
が
陸
域
か
ら

流
出
し
て
い
る
と
い
う
報
告
を
知
り
、

よ
り
発
生
源
に
近
い
河
川
で
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
汚
染
状
況
を
調
べ
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

共
同
研
究
を
行
っ
て
い
た
東
京
理
科

大
学
の
二
瓶
教
授
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
理

科
大
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
決
め
、

で
問
題
意
識
を
共
有
・
協
働
し
て
解

決
策
を
検
討
・
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
近
海
に
は
、
世
界
の
平
均
濃

度
の
2７
倍
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

浮
遊
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
発
展
途
上

国
と
比
べ
て
国
内
の
廃
棄
物
管
理
レ
ベ

ル
は
高
い
こ
と
と
国
土
の
面
積
・
人

口
を
考
え
る
と
、
海
流
に
の
っ
て
他

国
か
ら
き
て
い
る
も
の
が
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
現
状
断
定
は
出
来
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、
国
内
か
ら
ど
の
く
ら
い

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
海
に
出
て
い
る
か
が

わ
か
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
従
っ
て
、

国
内
に
お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
流
出

量
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
れ
と
並
行
し
て
他
国
で

も
適
用
可
能
な
河
川
で
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
計
量
手
法
を
開
発
す
る
こ
と
で
、

世
界
に
お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
流
出
量

の
把
握
、
強
い
て
は
廃
棄
物
管
理
レ
ベ

ル
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

〇
こ
れ
か
ら
の
目
標

こ
れ
ま
で
国
内
河
川
に
お
け
る
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
濃
度
を
調
べ
て

き
て
、
国
内
で
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
汚
染
状
況
が
概
ね
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
今
後
、
国
内
河
川
か
ら
海

へ
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
流
出
量

を
推
計
し
て
い
く
と
と
も
に
、
さ
ら
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
大

河川財団奨励賞受賞研究
「東京湾流入河川海岸におけるマイクロプラスチック堆積量のモデリングとマッピング」
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と
の
関
係
を
調
べ
る
こ
と
で
、
流
心
１

点
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
濃
度
か

ら
横
断
面
全
体
の
輸
送
量
を
評
価
・

推
計
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
河
川
形
状
や

流
域
特
性
が
異
な
る
全
国
の
多
く
の

河
川
で
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
濃
度

を
調
べ
、
こ
の
モ
デ
ル
に
考
慮
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
、

こ
の
モ
デ
ル
を
全
国
の
河
川
に
適
用
す

る
こ
と
で
、
国
内
の
河
川
経
由
の
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
流
出
量
を
見
積

も
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
研
究
へ

の
軌
跡

学
部
時
代
に
在
学
し
て
い
た
徳
島

大
学
で
は
、
耐
震
工
学
に
関
す
る
研

究
を
行
っ
て
お
り
、
実
は
水
に
関
す

る
研
究
は
全
く
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
水
に
関
す
る
研
究
を
始
め
た
の

は
２
０
０
９
年
に
、
国
土
技
術
総
合

政
策
研
究
所
（
国
総
研
）
の
横
須
賀

庁
舎
（
現　

沿
岸
海
洋
・
防
災
研
究

部　

沿
岸
域
シ
ス
テ
ム
研
究
室
）
に

配
属
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
当
時
は
、

海
岸
に
漂
着
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ

の
研
究
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
ず

海
岸
に
漂
着
す
る
ゴ
ミ
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
た
め
に
、
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
を
全
国

９
地
点
に
設
置
し
、
カ
メ
ラ
の
映
像
か

ら
定
量
化
し
て
ご
み
の
変
動
調
査
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

調
査
を
し
て
い
る
と
突
然
海
岸
の
ゴ

ミ
が
減
る
時
が
あ
り
、
そ
れ
を
解
明
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〇
若
手
研
究
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

研
究
者
の
魅
力
は
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
を
自
分
の
力
で
成
し
遂
げ
、

そ
の
成
果
を
世
に
出
し
て
社
会
貢
献

で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
こ
の
魅
力
に
惹
か
れ
た
若
手
研

究
者
の
皆
さ
ん
は
、
是
非
そ
の
ま
ま

邁
進
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
研
究

者
に
な
る
こ
と
は
必
ず
し
も
大
学
で

働
く
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
企
業
や
国

の
研
究
所
な
ど
色
ん
な
道
が
あ
り
ま

気
中
で
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
輸

送
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
人
為
影
響
の
小
さ

い
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
で
浮
遊
物
を
集
塵

機
で
集
め
て
み
る
と
、
パ
リ
の
市
街
地

と
同
等
の
濃
度
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
従
っ
て
、
大
気
か
ら

海
や
川
に
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

流
入
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
海
岸
や
河
川
に
加
え
て
大

気
中
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
関
す

る
研
究
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

河川財団奨励賞受賞研究
「東京湾流入河川海岸におけるマイクロプラスチック堆積量のモデリングとマッピング」

す
の
で
、
こ
の
魅
力
に
惹
か
れ
た
学
生

の
皆
さ
ん
は
、
是
非
研
究
者
の
道
を

歩
む
こ
と
を
志
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ
、

す
で
に
感
じ
て
い
る
若
手
研
究
者
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
道
は
決

し
て
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
身

で
研
究
費
を
獲
得
し
な
が
ら
、
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
一
つ
で
も
多
く
の
成

果
を
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
研
究
課
題
が
多
様
化
し
て
い

る
と
と
も
に
、
英
語
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
論

文
を
投
稿
し
て
世
界
に
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
苦
楽
の
末
に
出
た
研

究
成
果
は
、
研
究
者
と
し
て
の
大
き

な
糧
と
な
り
、自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
経
験
を
忍
耐
強
く
繰
り
返

す
こ
と
で
、
研
究
者
と
し
て
の
自
己

価
値
が
増
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
自
分
の

興
味
あ
る
こ
と
を
探
求
す
る
姿
勢
を

是
非
貫
き
、
前
向
き
に
研
究
者
生
活

を
邁
進
し
て
く
だ
さ
い
。
私
も
一
若
手

研
究
者
と
し
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
国
内

の
水
工
学
分
野
の
研
究
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

片岡	智哉　Tomoya		KATAOKA　

東京理科大学　理工学部　土木工学科　助教

1983 年三重県生まれ。河川、海岸及び沿岸海洋をフィールドに、現地調査を
軸とし、画像解析、統計解析及び数値計算を併用した多様なアプローチで水環
境や水防災の研究に取り組んでいる。

【学歴】
2006 年徳島大学 工学部 建設工学科 卒業、2014 年豊橋技術科学大学 大学院理
工学研究科 環境・生命工学専攻 修了・博士（工学）取得

【職歴】
2006 年～ 2007 年　国土交通省中部地方整備局にて工事監督業務に従事
2007 年～ 2009 年　 国土交通省国土技術政策総合研究所にて情報処理及び情報

ネットワーク業務に従事
2009 年～ 2016 年　 国土交通省国土技術政策総合研究所にて海洋プラスチック

汚染に関する研究や短波海洋レーダを用いた流況・波浪計
測に関する技術開発を実施

2016 年より現職

【受賞】
2012 年　50th ECSA BEST STUDENT ORAL PRESENTATION AWARD
2013 年　平成 24 年度日本港湾協会論文賞
2016 年　平成 27 年度水路技術奨励賞
2019 年　令和元年度河川財団奨励賞
2019 年　第 74 回年次学術講演会優秀講演者賞

【所属学会】
土木学会、日本海洋学会、AGU

【主な執筆論文】
・Kataoka, T., & Nihei, Y. （2020）. Quantifi cation of fl oating riverine macro-

debris transport using an image processing approach. Scientifi c Reports, 
10（1）, 2198. doi:10.1038/s41598-020-59201-1

・Kataoka, T., Nihei, Y., Kudou, K., & Hinata, H. （2019）. Assessment of the 
sources and infl ow processes of microplastics in the river environments of 
Japan. Environmental Pollution, 244, 958-965. doi:https://doi.org/10.1016/
j.envpol.2018.10.111

・Kataoka, T., Murray, C. C., & Isobe, A. （2018）. Quantification of marine 
macro-debris abundance around Vancouver Island, Canada, based on 
archived aerial photographs processed by projective transformation. 
Marine Pollution Bulletin, 132, 44-51. doi:https://doi.org/10.1016/
j.marpolbul.2017.08.060

・Kataoka, T., Hinata, H., & Kato, S. （2015）. Backwash process of marine 
macroplastics from a beach by nearshore currents around a submerged 
breakwater. Marine Pollution Bulletin, 101（2）, 539-548. doi:10.1016/
j.marpolbul.2015.10.060

・Kataoka, T., & Hinata, H. （2015）. Evaluation of beach cleanup effects 
using linear system analysis. Marine Pollution Bulletin, 91（1）, 73-81. 
doi:10.1016/j.marpolbul.2014.12.026
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河川財団奨励賞受賞研究
「東京湾流入河川海岸におけるマイクロプラスチック堆積量のモデリングとマッピング」河川財団奨励賞受賞研究

「高分解能音響イメージングによる沈水植物の空間分布調査手法検討」

令和元年度の「河川財団奨励賞」を受賞された東京大学大学院新領域創成科学研究科　助教　
水野�勝紀�さんに、今回の受賞対象となった研究の概要や成果、今後の様々な活動への抱負な
どをお聞きしました。（河川財団奨励賞は、河川基金助成を受けられた研究者のうち、今後の
活躍が期待される優秀な若手研究者を表彰するものです。）

東京大学大学院新領域創成科学研究科　助教	水野	勝紀	さん

イメージングソナーと沈水植物の 3次元音響画像

受
賞
さ
れ
た
研
究
の
概
要

沈
水
植
物
は
、
水
域
の
生
態
系
保
全
に
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
場
所
に
よ
っ
て
、
沈
水

植
物
の
減
少
、
あ
る
い
は
異
常
繁
茂
が
問
題
視
さ

れ
始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
水
生
植
物
は
、
水
中

に
生
息
し
て
い
る
た
め
維
持
管
理
や
修
復
作
業
が

難
し
く
、
ま
た
そ
の
存
在
自
体
が
周
知
さ
れ
に
く
い

こ
と
も
課
題
で
す
。
こ
の
た
め
、
沈
水
植
物
管
理

事
業
を
進
め
る
上
で
、
現
状
の
分
布
状
況
の
把
握

や
修
復
作
業
後
の
持
続
的
な
経
過
観
察
が
可
能
な

観
測
手
法
が
要
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
受
賞
対
象

と
な
っ
た
本
研
究
で
は
、
高
分
解
能
音
響
イ
メ
ー
ジ

ン
グ
ソ
ナ
ー
を
用
い
て
、
従
来
よ
り
も
は
る
か
に
高

精
度
な
沈
水
植
物
の
空
間
分
布
把
握
手
法
を
新
た

に
開
発
し
、
そ
の
精
度
を
検
証
し
ま
し
た
。

音
響
計
測
で
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
魚
群
探
知

機
は
、
エ
コ
ー
の
反
射
状
況
を
利
用
し
対
象
物
の
魚

群
の
位
置
・
大
き
さ
・
量
・
魚
種
が
推
定
で
き
ま
す
。

本
研
究
で
は
そ
の
特
性
を
応
用
し
て
お
り
、
さ
ら

に
魚
群
探
知
機
よ
り
も
高
い
周
波
数
の
高
分
解
能

音
響
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
ソ
ナ
ー
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ

の
利
点
は
、
沈
水
植
物
の
形
状
も
認
識
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
得
ら
れ
る
情
報
が
格
段
に
増
え

る
事
で
す
。
た
だ
し
分
解
能
が
高
く
な
る
と
、
船
の

揺
れ
や
位
置
等
の
補
正
さ
ら
に
ノ
イ
ズ
除
去
の
作
業

が
必
要
と
な
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
考
慮
し
た
処
理

技
術
、
ま
た
得
ら
れ
た
音
響
画
像
デ
ー
タ
か
ら
植

物
の
種
類
を
自
動
的
に
分
類
す
る
音
響
画
像
処
理

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
も
独
自
に
開
発
し
ま
し
た
。
最
終
的

に
は
、
こ
れ
ら
の
計
測
手
法
の
成
果
検
証
を
行
い
、

極
め
て
高
い
沈
水
植
物
の
バ
イ
オ
マ
ス
推
定
手
法
を

確
立
で
き
た
こ
と
が
今
回
の
研
究
の
一
番
の
成
果
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
測
手
法
は
、
こ
れ
ま
で
の
ダ
イ
バ
ー
に
よ

る
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
手
法
な
ど
と
比
べ
、
生
息
環

令和元年度

河川財団奨励賞

受賞
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河川財団奨励賞受賞研究
「高分解能音響イメージングによる沈水植物の空間分布調査手法検討」

東京大学大学院新領域創成科学研究科　水野勝紀さんの取組み
現在は、超音波を使って水底下の堆積物中の環境情報を非破壊で取得するため
の新しい技術を開発しています。堆積物の中にはアサリなどの底生動物が生息
しており、水質浄化・栄養循環・生態系の維持などにおいて水圏環境に影響し
ていると言われていますが、それらの生息分布や生態は断片的にしか分かって
いません。さらに、堆積物のサンプリングは、時間、コスト、労力を要する上
に、継時的な変化を捉えることが困難になるため、それら課題を解決する必要
があります。今後、人間活動や地球環境（水温、塩分濃度など）の変化が底生
動物にどのような影響を与え、そしてまた人間にどのような影響を与え得るの
か、それらの問いにチャレンジしたいと思っています。

湖底下の 3次元音響画像

境
を
保
持
し
た
状
態
で
沈
水
植
物
の

広
が
り
を
３
次
元
的
に
定
量
化
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
し
、
調
査

効
率
の
面
で
も
優
位
性
の
高
い
手
法

で
す
。
さ
ら
に
は
濁
度
や
光
量
の
影

響
を
受
け
な
い
た
め
、
富
栄
養
化
の

進
ん
だ
環
境
で
植
生
調
査
を
実
施
す

る
際
の
有
効
な
計
測
手
段
と
し
て
、

今
後
の
研
究
の
指
針
と
な
る
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

分
野
横
断
的
な
研
究
テ
ー
マ
に
取
組
む

今
回
の
研
究
は
、
生
物
・
環
境
系

研
究
者
の
方
々
か
ら
、
水
中
の
沈
水

植
物
調
査
に
関
す
る
相
談
を
受
け
た

こ
と
が
始
ま
り
で
、
私
と
し
て
は
今
ま

で
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
情
報
を

い
か
に
効
率
よ
く
正
確
に
取
得
す
る

こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
工
学
的
な

観
点
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
し
か
し

実
際
に
フィ
ー
ル
ド
で
デ
ー
タ
を
取
得

し
て
み
る
と
、
波
の
補
正
や
微
粒
子

等
の
ノ
イ
ズ
、
植
物
の
分
類
パ
ラ
メ
ー

タ
の
整
合
な
ど
が
想
定
以
上
に
難
し

く
、
デ
ー
タ
取
得
後
の
解
析
作
業
は

試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
。
本
研
究

成
果
を
日
本
陸
水
学
会
（
２
０
１
４

年
度
）
で
発
表
し
た
と
こ
ろ
、
３
次

元
画
像
で
植
種
が
判
別
で
き
る
こ
と

が
水
生
植
物
を
扱
う
生
物
・
環
境
系

の
研
究
者
に
は
新
鮮
な
印
象
を
与
え

た
よ
う
で
、「
最
優
秀
ポ
ス
タ
ー
発
表

賞
」
を
戴
き
ま
し
た
。
ま
た
学
会
後

の
懇
親
会
に
お
け
る
話
の
中
か
ら
、

今
回
の
技
術
を
別
の
フィ
ー
ル
ド
に
展

開
す
る
機
会
も
得
ま
し
た
。

私
の
研
究
は
、
沈
水
植
物
だ
け
で

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
環
境
を
対
象
に
し

て
い
ま
す
の
で
、
様
々
な
研
究
者
の

方
か
ら
調
査
な
ど
に
関
す
る
相
談
を

多
く
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
私
自
身
、

新
し
い
世
の
中
の
ニ
ー
ズ
に
出
会
う
こ

と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
分
野
横

断
的
な
研
究
テ
ー
マ
に
取
組
む
こ
と

は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
や
り
が
い
が

あ
り
ま
す
し
、
最
も
楽
し
み
な
こ
と
の

一
つ
で
す
。

技
術
の
世
界
標
準
化
へ

本
研
究
で
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、

高
精
度
で
高
効
率
な
調
査
手
法
と
し

て
需
要
も
多
く
、
今
回
実
施
し
た
栃

木
県
の
湯
の
湖
を
契
機
に
琵
琶
湖
で

も
調
査
し
て
い
ま
す
。

海
外
で
は
、
現
在
フィ
リ
ピ
ン
の
ミ

ン
ダ
ナ
オ
島
で
、
世
界
有
数
の
美
し
い

海
を
観
光
資
源
と
し
た
産
業
振
興
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
発
展
途
上
国
に

お
け
る
リ
ゾ
ー
ト
開
発
と
環
境
保
護

の
両
立
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
今
回
開
発
し
た
計
測
技
術
な
ど

を
活
用
し
て
サ
ン
ゴ
や
海
草
調
査
を

実
施
し
て
、
海
洋
環
境
の
定
量
化
・

見
え
る
化
を
行
い
、
時
間
的
変
化
と

環
境
変
化
を
迅
速
に
フィ
ー
ド
バ
ッ
ク

出
来
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
河
川
、
湖
、
海
な

ど
の
水
圏
環
境
に
関
す
る
様
々
な
分
野

に
お
い
て
本
研
究
成
果
の
発
展
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
今
後
、
実
績
を

積
み
重
ね
な
が
ら
技
術
の
世
界
標
準

化
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
多
く
の
場
面
に
お
い
て
自
分
の
技

術
が
活
躍
す
る
、
そ
れ
こ
そ
が
社
会
へ

の
貢
献
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

医
療
分
野
か
ら
海
洋
環
境
に
、
そ
の

根
本
は
社
会
貢
献

小
さ
い
時
か
ら
、
ミ
ニ
四
駆
な
ど
を

き
っ
か
け
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
興

味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
高
校
生

の
時
は
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
半
分
程
度

は
医
学
系
に
進
む
と
い
う
環
境
に
も

あ
り
、
社
会
貢
献
を
考
え
る
上
で
医

療
は
直
接
人
に
貢
献
で
き
る
と
い
う

思
い
か
ら
、
工
学
と
医
学
を
組
み
合

わ
せ
た
医
療
工
学
の
分
野
に
進
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同

志
社
大
学
の
電
子
工
学
科
に
進
み
、

超
音
波
関
連
研
究
を
推
進
す
る
国
内

最
大
規
模
の
超
音
波
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
・
応
用
計
測
研
究
室
に
入
り
、
大

学
院
で
は
超
音
波
骨
粗
し
ょ
う
症
診

断
装
置
の
開
発
に
関
す
る
研
究
テ
ー
マ

に
取
組
み
、
卒
業
後
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

株
式
会
社
で
、
医
療
用
の
内
視
鏡
に

用
い
ら
れ
る
光
セ
ン
サ
の
開
発
業
務
な

ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
自
分
に
と
っ

て
、
人
の
目
に
見
え
な
い
も
の
を
計

測
す
る
超
音
波
技
術
が
忘
れ
ら
れ
ず

に
、
社
会
人
ド
ク
タ
ー
と
し
て
大
学
で

研
究
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
恩
師
の
渡
辺

好
章
先
生
か
ら
、
人
材
が
不
足
し
て

い
る
海
洋
音
響
の
研
究
に
取
り
組
ん
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で
み
な
い
か
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
寝
耳

に
水
で
あ
り
、
医
療
か
ら
海
洋
へ
の
研

究
転
換
は
と
て
も
迷
い
ま
し
た
が
、
医

療
以
外
で
も
社
会
に
貢
献
で
き
る
と

思
い
ま
し
た
し
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
も

あ
り
、
海
洋
の
分
野
に
飛
び
込
み
ま

し
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
今
専
門

と
し
て
い
る
海
洋
環
境
計
測
で
す
。

も
と
も
と
、
海
が
好
き
だ
っ
た
と
い

う
の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
研
究
が
自

分
の
感
性
に
ピ
ッ
タ
リ
は
ま
り
、
海
の

仕
事
を
重
ね
る
う
ち
に
、
次
世
代
の

子
供
た
ち
が
海
の
恵
み
、
資
源
や
美

し
い
景
色
な
ど
を
持
続
的
に
利
用
で

き
る
に
は
、
今
私
が
ど
の
部
分
で
貢

献
で
き
る
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
い
ま
だ
可
能
性
は
様
々
な
視

点
か
ら
模
索
し
て
い
ま
す
が
、
一
つ
に

は
私
が
得
意
と
す
る
部
分
を
活
か
し

た
海
洋
環
境
計
測
技
術
の
開
発
と
展

開
と
い
う
部
分
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
進
め
て
い
る
海
洋
環
境
シ
ス

テ
ム
に
関
す
る
研
究
は
、
人
間
活
動
、

例
え
ば
洋
上
風
力
発
電
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の
開
発
、
リ

ゾ
ー
ト
開
発
、
資
源
開
発
、
ゴ
ミ
の

排
出
な
ど
が
自
然
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
、
そ
し
て
周
り
回
っ
て
我
々

人
間
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

か
、
そ
の
仕
組
み
や
関
係
性
を
シ
ス
テ

ム
と
し
て
考
え
る
比
較
的
新
し
い
分

野
で
す
。
私
が
所
属
し
て
い
る
環
境
シ

ス
テ
ム
学
専
攻
は
、
大
気
圏
、
地
圏
、

水
圏
な
ど
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
人
間

界
と
自
然
界
の
相
互
関
係
を
シ
ス
テ
ム

的
に
考
え
る
、
分
野
横
断
的
で
特
色

の
あ
る
専
攻
で
す
。

何
事
も
測
れ
な
い
も
の
は
な
い

医
療
か
ら
海
洋
の
分
野
に
転
換
し

た
人
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
通
ず
る
部
分
も
多
く
、
医
療

で
培
っ
た
技
術
を
海
洋
の
分
野
に
応

用
す
る
と
面
白
い
こ
と
が
出
来
ま
す
。

例
え
ば
、
海
底
の
砂
や
泥
の
中
を
伝

搬
す
る
音
の
特
性
と
、
人
間
の
骨
の

中
を
伝
搬
す
る
音
の
特
性
を
計
算
す

る
た
め
の
方
程
式
は
そ
っ
く
り
で
、
ほ
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と
ん
ど
同
じ
セ
ン
ス
で
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
現
在
こ
の
技
術
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
知
識

が
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
計
測
す

る
ス
ケ
ー
ル
や
対
象
物
、
計
測
環
境

に
よ
っ
て
注
意
す
べ
き
点
は
変
わ
っ
て

き
ま
す
が
、
原
理
的
に
は
同
じ
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
と
、
本
当
に
色
々
な
方
か
ら

色
々
な
も
の
を
測
り
た
い
と
相
談
を
受

け
ま
す
が
、「
何
事
も
測
れ
な
い
も
の

は
な
い
」
と
い
う
気
概
で
取
り
組
む
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
。
海
洋
研
究
に
携
わ
る
人

材
不
足
は
本
当
で
、
特
に
私
の
や
っ
て

い
る
分
野
は
世
界
的
に
も
研
究
者
が

少
な
い
状
況
で
す
。
で
す
か
ら
専
門
性

を
問
わ
ず
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
学
生
や
若
手
研
究
者
、
企
業
の

方
を
対
象
と
し
た
人
材
育
成
や
共
同

研
究
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
や

は
り
研
究
を
進
め
る
上
で
マ
ン
パ
ワ
ー

は
大
事
で
す
し
、
多
様
な
ア
イ
デ
ィ
ア

を
集
め
る
た
め
に
も
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
異
な
る
人
が
い
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
海
洋
環
境
計
測
や
そ
の
応
用
に

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
是
非
一
度

研
究
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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屋根のない博物館	～筑後川流域の活動～

き
に
わ
た
り
、
う
ま
く
連
携
し
な
が
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。

設
立
の
き
っ
か
け

今
か
ら
úú
年
前
の
１
９
８
７
年
久
留
米

大
学
産
業
経
済
研
究
所
（
現
・
経
済
社

会
研
究
所
）
に
お
い
て
、
筑
後
川
・
矢
部

川
流
域
の
総
合
研
究
が
始
ま
り
ま
し
た
。

連
携
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
は
恒
常
的

な
組
織
が
必
要
と
さ
れ
、
１
９
９
９
年
に

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽

部
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
流
域
全
域
の

意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
と
、
役
員
の

選
出
も
上
流
・
中
流
・
下
流
か
ら
選
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

屋
根
の
な
い
博
物
館

～
筑
後
川
流
域
の
活
動
～

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部	

駄
田
井	

正	

さ
ん　

	

筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
運
営
委
員
会	

鍋
田	

康
成	

さ
ん

「ちくごキッズ探検隊」（夏の自然体験教室　こーら川子ども探検隊）　 「ちくご川子ども学芸員養成講座（7月〜12月の6回連続講座）」

「NPO 法人筑後川流域連携倶楽部」の取り組み
���� ೥ /P0 ๏ਓとしてઃཱ。ஜޙ川ྲྀҬでのڥ؀と地ҬづくりにؔΘるஂମやݸਓのωッτϫーΫとして、ྲྀҬの՝୊ղܾに޲

͚て活動。ஜޙ川৽ฉの発ߦ、ஜޙ川まる͝とϦόーύーΫߏ૝、ஜޙ川๷ࢪࡂઃくるΊ΢εのӡӦ、ஜޙ川ϑΣεςΟόϧのਪਐ、
೔ຊࡾେ河川ަྲྀなͲを࣮ࢪしている。

���� ೥ஜޙ川৽ฉ͕ʮ全国地Ҭづくりࢽίϯςετʯで༏ल৆
���� ೥ʮୈ �� 回೔ຊਫେ৆άϥϯϓϦʯड৆

「筑後川まるごと博物館運営委員会」の取り組み
���� ೥࿈ܞ۞ָ෦からಠཱしてਖ਼ࣜに発଍。ྲྀҬ全ମをͻとつのത෺ؗとΈなして、͋りのままの࢟をਓ々に఻͑る活動をߦう。

ஜޙ川ྲྀҬ࠲ߨ、ͪく͝ 川Ωッζ୳ୂݕ、ত࿨ �� ೥ஜޙ川େਫ֐を఻͑るձ、ݱ地ֶशπΞー、ϓϩジΣΫτ 8&5 शձなͲをߨ
お͜なっている。���� ೥ʮୈ � 回೔ຊਫେ৆　ްੜ࿑ಇେਉ৆ʯड৆

���� ೥ʮୈ � 回;くおか地Ҭづくり活動৆άϥϯϓϦʢݝ஌ࣄ৆ʣʯड৆
���� ೥ʮ;くおか共ॿࣾձづくりදজڠಇ෦໳৆ʯʢཹٱถେֶと共ಉड৆ʣ
���� ೥、���� ೥ʮ೔ຊࣗવอޢେ৆ʯに࿈ଓೖબ
���� ೥ʮੜ෺ଟ様ੑΞΫγϣϯେ৆　৹ࠪҕһ৆ʯड৆
そのଞ　河川基金༏ल੒Ռදজʢ����、����、����、����、����ʣ

筑
後
川
は
阿
蘇
山
を
水
源
に

九
州
地
方
北
部
の
熊
本
・
大

分
・
福
岡
・
佐
賀
四
県
を
流
れ

る
２
８
６
０
㎢
の
流
域
を
持
つ
九

州
最
大
の
一
級
河
川
で
す
。
こ
の

筑
後
川
の
素
晴
ら
し
さ
を
人
々
に

伝
え
る
活
動
を
行
う
二
つ
の
団
体

さ
ん
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
筑
後
川
流
域

連
携
倶
楽
部
で
は
当
初
の
主
要
事

業
と
し
て
筑
後
川
流
域
を
「
屋
根

の
な
い
博
物
館
」
に
し
よ
う
と
の

構
想
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
発
展
し

て
後
に
生
ま
れ
た
「
筑
後
川
ま
る

ご
と
博
物
館
運
営
委
員
会
」。
こ

の
川
づ
く
り
の
二
団
体
さ
ん
は
長
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◇筑後川流域講座（久留米大学公開講座）

屋根のない博物館	～筑後川流域の活動～

久留米大学経済学部と協同で公開講座「筑後川流域社会経済論」
を年間 30 回開講。今年で 20 年目になります。学生にとっては
正規の授業であり一般市民は無料の公開講座です。現在毎回 80
人程度の受講生があるこの講座は、流域各地で活動する人々を
講師に迎え、流域のありのままの姿を伝え学ぶことを目的とし
ています。受講者のうち希望者は、筑後川まるごと博物館運営
委員会の会員となり、筑後川の案内人、解説者となります。

筑後川流域講座（久留米大学公開講座）

「
筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
」
の
設
立

に
伴
い
、
流
域
の
ü÷
数
グ
ル
ー
プ
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
し
た
エ
コ
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
の
設

立
が
構
想
さ
れ
、
２
０
０
１
年
６
月
筑
後

川
流
域
連
携
倶
楽
部
内
に
「
筑
後
川
ま
る

ご
と
博
物
館
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

活
動
の
一
つ
と
し
て
同
年
９
月
、
久
留

米
大
学
で
市
民
公
開
講
座
「
筑
後
川
流

域
講
座
」
が
開
講
し
、
独
自
の
学
芸
員

養
成
シ
ス
テ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
、
翌
年
の

２
０
０
２
年
３
月
に
は
「
筑
後
川
流
域

講
座
」
の
一
期
生
と
し
て
学
芸
員
ùù
名
が

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
一
期
生
か
ら
、「
受

け
身
で
は
な
く
自
分
達
で
も
何
か
で
き
な

い
か
？
」
と
の
声
が
自
然
と
上
が
り
、
各

自
の
得
意
技
を
活
か
し
な
が
ら
佐
賀
県

で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
筑
後
川
を
紹

介
す
る
最
初
の
展
示
イ
ベ
ン
ト
（
筑
後

川
ま
る
ご
と
リ
バ
ー
パ
ー
ク
展
）
を
成
功

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
一
期
生
が
中
心
と
な

り
、
２
０
０
３
年
に
筑
後
川
流
域
連
携

倶
楽
部
か
ら
独
立
し
た
組
織
と
し
て
現
在

の
「
筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
運
営
委
員

会
」
が
設
立
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
か

ら
は「
筑
後
川
流
域
講
座
」の
運
営
は「
筑

後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
運
営
委
員
会
」
が

担
っ
て
お
り
、
昨
年
の
øĀ
期
ま
で
延
べ
ýû

名
の
学
芸
員
を
認
定
し
て
い
ま
す
。

連
携
し
た
活
動

か
つ
て
人
々
は
水
を
求
め
川
沿
い
に
住

み
、
い
つ
し
か
川
は
物
資
輸
送
に
か
か
せ

な
い
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
同
時
に
人
々
へ
の
交
流
も
お

こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
高
度
成
長
期

を
経
て
川
の
役
割
も
変
わ
り
、
河
川
環
境

も
悪
化
し
川
か
ら
人
の
姿
は
消
え
て
い
き

ま
し
た
。

そ
の
川
へ
人
々
を
戻
そ
う
と
い
う
動
き

の
始
ま
り
が
、
筑
後
川
流
域
全
体
を
川
と

水
を
主
題
と
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
と
ら

え
て
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
「
筑
後
川
ま

る
ご
と
リ
バ
ー
パ
ー
ク
構
想
」
で
す
。
筑

後
川
新
聞
の
編
集
や
筑
後
川
ま
る
ご
と
リ

バ
ー
パ
ー
ク
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
等
、
二

つ
の
団
体
さ
ん
は
連
携
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の
中
心
と
な
る
地
域
の
防
災
拠

点
「
筑
後
川
防
災
施
設
く
る
め
ウ
ス
」
で

は
流
域
住
民
の
た
め
の
多
く
の
体
験
活

動
・
学
習
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
時
に
二
つ
の
団
体
へ
入
会
す
る
会
員
さ

ん
も
多
く
、
筑
後
川
連
携
倶
楽
部
が
発
行

す
る
筑
後
川
新
聞
（
年
６
回
発
行
）
を
通

じ
て
活
動
に
参
加
す
る
方
が
多
い
と
伺
い
ま

し
た
。
筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
の
会
員

は
こ
の
新
聞
の
記
者
で
あ
り
、
編
集
委
員
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
団
体
さ
ん
に
も
言
え
る
こ
と

で
す
が
、
１
年
間
に
行
わ
れ
て
い
る
事
業

の
種
類
と
数
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。
行
事

一
覧
を
見
れ
ば
、
川
づ
く
り
活
動
だ
け
で

は
な
く
、
人
材
育
成
や
子
ど
も
達
へ
の
情

操
教
育
な
ど
地
域
に
根
付
い
た
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

「
筑
後
川
流
域
連
携
倶
楽
部
」
の
目
標

は
、
筑
後
川
・
矢
部
川
流
域
を
一
体
的
に

捉
え
て
、
持
続
可
能
で
質
の
高
い
生
活
の

実
現
。
環
境
・
文
化
・
経
済
の
統
合
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
「
学
び
」・「
遊
び
」・「
仕
事
」

が
分
離
さ
れ
る
こ
と
な
く
融
合
し
た
創
造

的
流
域
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
運

営
委
員
会
」
で
は
地
域
住
民
や
子
ど
も
達

に
、
筑
後
川
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
人
々

に
伝
え
続
け
る
数
多
く
の
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
こ
の
二
つ
の
団
体
が
両
輪
と
な
り

地
域
の
人
々
へ
の
幅
広
い
活
動
を
支
え
て

い
ま
す
。

長
く
続
け
る
秘
訣
と
心
が
け
て
い
る
こ

と
自
分
達
の
出
来
る
こ
と
を
出
来
る
範
囲

で
楽
し
ん
で
や
る
こ
と
。
決
し
て
無
理
は
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せ
ず
気
長
に
や
る
こ
と
。
自
分
が
出
来
な

い
こ
と
は
得
意
な
人
に
任
せ
る
こ
と
。

二
つ
の
団
体
が
設
立
当
初
よ
り
心
掛
け

て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
実
行
す
る
た

め
に
は
、
誰
が
何
を
得
意
と
し
て
い
る
の

か
普
段
か
ら
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
入
会
時
に
は
、
何
が
得
意
で

何
を
し
た
い
の
か
？
会
員
の
意
向
を
よ
く

聞
き
と
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
基
本
的

に
は
、自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
「
こ

の
指
止
ま
れ
方
式
」
で
行
い
一
緒
に
や
り

た
い
人
が
協
力
し
て
や
っ
て
い
く
形
を
と

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
自
由
に
意
見
交

換
で
き
る
雰
囲
気
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
団
体
内
で
で
き
な
い
こ
と
は
、

他
の
で
き
る
人
や
団
体
に
協
力
を
お
願
い

す
る
等
、
外
部
と
の
連
携
も
大
事
に
し
て

い
ま
す
。
活
動
に
参
加
す
る
人
が
、
年
齢

や
経
験
な
ど
に
関
係
な
く
、
や
っ
て
よ
か
っ

た
と
少
し
で
も
成
功
体
験
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
、
活
動
に
工
夫
を
す
る
こ
と
も
常

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

将
来
に
向
け
て

今
年
、
筑
後
川
流
域
講
座
は
ù÷
年
目

を
迎
え
、
今
ま
で
学
芸
員
ýû
名
を
認
定
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
希
望
者
は
、

筑
後
川
ま
る
ご
と
博
物
館
運
営
委
員
会
の

会
員
に
な
り
講
座
の
講
師
や
体
験
活
動
の

指
導
者
、
そ
し
て
ツ
ア
ー
の
案
内
人
と
し

て
現
在
活
動
中
で
す
。
こ
の
流
れ
を
継
続

し
て
市
民
の
参
加
を
も
っ
と
促
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
講

座
は
久
留
米
大
学
の
正
規
の
授
業
で
も
あ

る
の
で
、
今
後
は
学
生
の
会
員
増
加
に
向

け
て
、
若
者
に
も
魅
力
あ
る
会
の
運
営
に

力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
学
芸
員
養
成
講
座
な
ど

の
環
境
学
習
活
動
を
継
続
し
て
行
う
中
か

ら
、
自
然
や
環
境
へ
興
味
を
持
つ
子
ど
も

達
も
出
て
き
ま
し
た
。
彼
ら
が
将
来
の
活

動
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
、
さ
ら
に
人
材
育
成
に
も
力
を
注
い

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｗ
Ｅ
Ｔ
講
習
会
で
は
、

今
日
ま
で
に
１
０
１
名
の
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー

が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
活
動
の
場

で
あ
る
「
子
ど
も
達
向
け
の
Ｗ
Ｅ
Ｔ
体
験

活
動ŋ

水
の
ふ
し
ぎ
」
の
実
施
と
合
わ
せ

て
、
年
６
回
程
行
わ
れ
て
い
る
Ｗ
Ｅ
Ｔ
研

究
会
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
エ
デ
ュ
ケ
ー

タ
ー
の
技
能
の
維
持
と
指
導
者
と
し
て
の

経
験
を
積
み
重
ね
、
将
来
へつ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

� �

鍋田		康成　Yasunari		NABETA　

筑後川まるごと博物館運営委員会	事務局長

【出身】
福岡県久留米市

【紹介】
1950 年生まれ。活動に関わるまでは 1 級建築士と
して全国の街づくりに関わる。2001 年久留米大学
で筑後川流域講座の受講をきっかけに、現在の筑
後川での活動に取り組んで 20 年。2003 年から昭
和 28 年筑後川大水害の体験者から聞いた話を後世
へ伝える “聞き語り部” を自称しながら筑後川ま
るごと博物館の事務局長として活動。2018 年から
はプロジェクト WET ファシリテーターとしても活
動している。

駄田井		正　Tadashi		DATAI	　

特定非営利活動法人筑後川流域連携	理事

【出身】
大阪府堺市

【紹介】
1944 年 生 ま れ、1970 年 に 久 留 米 大 学 に 赴 任、
2014 年に退職、久留米大学名誉教授。専門は文化
経済学。1999 年に筑後川流域連携倶楽部を立ち上
げ、筑後川・矢部川流域を一体的にとらえて、持
続可能で質の高い生活の実現を目指している。著
書に、『文化の時代の経済学入門』（2011）、『筑後
川まるごと博物館』（2019）などがある。

屋根のない博物館	～筑後川流域の活動～
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保
育
園
な
ど
の
教
育
現
場
へ
専
門
の
講
師

を
無
料
で
派
遣
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
を

活
用
し
、
主
に
川
で
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
行
っ
て
い
る
「
カ
ワ
ラ
バ
ン
」
の
菅
原

さ
ん
に
出
会
い
ま
し
た
。
河
川
基
金
は
菅

原
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
６
年
前

か
ら
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

川
遊
び
場
所
は
私
が
知
っ
て
い
る
秋
保

の
名
取
川
上
流
で
始
め
ま
し
た
。

誰
も
何
も
知
識
が
な
い
中
、
小
さ
な
子

ど
も
た
ち
を
川
で
遊
ば
せ
る
こ
と
は
危
険

だ
と
い
う
こ
と
で
、
教
員
の
研
修
や
安
全

な
活
動
を
行
う
た
め
の
準
備
・
計
画
を
菅

原
さ
ん
と
行
っ
た
の
が
最
初
の
川
遊
び
の

は
じ
ま
り
で
し
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
に
名
取
川
を
選
ん
だ
き
っ

か
け
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
が
あ
り
ま

し
た
。

震
災
直
後
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
避

難
指
示
も
あ
り
、
高
台
に
あ
る
隣
の
小
学

校
へ
避
難
し
ま
し
た
。
津
波
は
直
ぐ
近
く

河
川
基
金
申
請
の
き
っ
か
け

河
川
基
金
の
助
成
を
受
け
る
前
か
ら
、

海
や
川
な
ど
自
然
に
触
れ
る
機
会
を
幼

児
た
ち
に
与
え
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
し
た
。
ろ
り
ぽ
っ
ぷ
学
園
で

は
、
自
由
に
遊
び
な
が
ら
多
く
の
体
験
を

重
ね
、
子
ど
も
た
ち
の
発
見
・
気
付
き
に

寄
り
添
う
保
育
を
心
掛
け
て
お
り
、
こ
こ

仙
台
は
山
川
海
と
素
晴
ら
し
い
自
然
が
あ

ふ
れ
る
土
地
。
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
自

然
に
触
れ
る
機
会
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
の
故
郷
を
大
好
き
に
な
っ
て
欲
し
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
私
た
ち
は
何
が
で
き

る
の
か
を
探
る
中
で
「
杜
々
か
ん
き
ょ
う

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
」
と
い
う
仕
組
み
を
知
り

ま
し
た
。「
杜
々
か
ん
き
ょ
う
レ
ス
キ
ュ
ー

隊
」
は
杜
の
都
仙
台
の
特
色
あ
る
自
然
環

境
・
社
会
環
境
を
素
材
に
、
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
方
々
等
が
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
・
提
供
す
る
事
業
。
市
内
の
小
中
学
校
・

	

認
め
合
う
環
境
で
子
ど
も
達
の
自
信

が
生
ま
れ
る

川での歩き方を学びます

ろ
り
ぽ
っ
ぷ
学
園
ろ
り
ぽ
っ
ぷ
幼
稚
園
・
保
育
園
（
宮
城
県
）

　

学
園
長	

加
茂	

光
孝	

さ
ん　

　

保
育
園
園
長	

高
橋	

恵
美	

さ
ん	

　

小
規
模
保
育
園
園
長	

髙
橋	

元
気	

さ
ん

屋根のない博物館	～筑後川流域の活動～
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	 認め合う環境で子ども達の自信が生まれる

学校法人ろりぽっぷ学園ろりぽっぷ幼稚園・保育園の取り組み

	 認め合う環境で子ども達の自信が生まれる

幼稚園・保育園の年長児を中心に、川の活動を通して自然の雄大さ、生命の
神秘さを感じられるように、秋保神ヶ根地区の名取川を中心に活動していま
す。川を流れる体験から自然の法則を体感し、大岩からの飛び込みでは、怖い・
難しいという気持ちに向き合うことで、困難に立ち向かう心を育んできまし
た。サケの稚魚を育てて放流する活動では、「自分たちがサケの親になる」と
いう責任感を持って取り組むことで、命の大切さに気付くことができるよう
にしています。

川を全身で感じます

ま
で
き
ま
し
た
が
、
幸
い
高
速
道
路
で
止

ま
り
幼
稚
園
は
被
害
を
免
れ
ま
し
た
が
、

避
難
し
た
経
験
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
当
時

海
は
怖
い
も
の
と
し
て
印
象
が
残
っ
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
考
慮
し
た
結
果
「
川
」
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
選
び
ま
し
た
。
幼
稚
園
近

く
に
は
名
取
川
・
広
瀬
川
が
あ
り
、
移
動

に
は
ú÷
分
か
ら
û÷
分
の
バ
ス
移
動
が
必
要

で
す
が
、
名
取
川
の
上
流
は
キ
ャ
ン
プ
場
と

し
て
整
備
さ
れ
一
番
遊
ば
せ
や
す
い
環
境

が
身
近
に
あ
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
ま
し
た
。

は
じ
め
の
頃
は
、
漠
然
と
自
然
に
触
れ

さ
せ
た
い
！
自
然
の
中
で
遊
ば
せ
て
あ
げ

た
い
！
と
い
う
思
い
で
子
ど
も
た
ち
を
川
へ

連
れ
て
行
き
ま
し
た
が
、
実
際
行
っ
て
み

る
と
生
物
が
い
た
り
石
が
滑
り
易
か
っ
た

り
、
行
く
度
に
水
の
量
が
多
か
っ
た
り
少

な
か
っ
た
り
と
川
の
姿
が
日
々
違
う
こ
と

な
ど
、
実
に
多
く
の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

川
で
の
活
動

回
を
重
ね
る
毎
に
カ
ワ
ラ
バ
ン
の
菅
原

さ
ん
に
は
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
作
成
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
ト
イ

レ
や
着
替
え
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
な

ど
、
細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な

が
ら
事
前
に
安
全
な
活
動
が
で
き
る
よ

う
、
計
画
段
階
か
ら
相
談
に
の
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
川
の
体
験
活
動
の
一
日
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
菅
原
さ
ん
と
詳
細
を
決
め

て
い
き
ま
し
た
。
最
初
は
川
で
の
歩
き
方
、

川
流
れ
等
い
ろ
ん
な
活
動
を
行
い
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
が
「
川
飛
び
込
み
」。
こ
れ
は
年

長
さ
ん
だ
け
の
体
験
活
動
と
し
て
設
定
し

て
い
る
の
で
す
が
、
面
白
い
こ
と
に
子
ど

も
た
ち
の
間
で
は
「
年
長
さ
ん
に
な
っ
た

ら
川
飛
び
込
み
が
出
来
る
！
」
と
い
う
特

別
感
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。

今
で
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
は
年
長
さ
ん

に
な
る
と
「
川
に
飛
び
込
む
ん
だ
！
」
と

思
っ
て
い
る
の
で
「
川
飛
び
込
み
」
も
ス

ム
ー
ズ
に
運
び
ま
す
が
、
最
初
、
飛
び
込

み
を
体
験
さ
せ
た
時
は
２
時
間
も
掛
か
り

ま
し
た
。菅
原
さ
ん
に
は「
川
遊
び
中
、ジ
ャ

ン
プ
す
る
子
ど
も
た
ち
を
待
機
す
る
先
生

は
ウ
ェッ
ト
ス
ー
ツ
を
着
た
方
が
い
い
で
す

よ
」「
足
は
底
が
厚
く
な
い
普
通
の
靴
が

良
い
で
す
よ
」
な
ど
事
前
に
分
か
ら
な
い

事
を
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
け
た
こ
と
は
大

変
助
か
り
ま
し
た
。

活
動
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と

体
験
活
動
に
は
保
護
者
の
方
に
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
何
人
か
お
手
伝
い
を
お
願
い

し
て
い
る
の
で
す
が
、
あ
る
程
度
慣
れ
て

き
た
頃
、
川
に
は
当
然
危
険
な
と
こ
ろ
も

あ
る
の
で
す
が
、
お
母
さ
ん
方
も
先
生
方

も
緊
張
感
が
失
わ
れ
、
保
護
者
の
方
も
お

喋
り
に
没
頭
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思
い

そ
れ
以
降
、
お
手
伝
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

来
て
い
た
だ
く
方
に
は
、
お
手
伝
い
の
意

図
を
し
っ
か
り
と
お
伝
え
し
、
そ
れ
に
同

意
し
て
い
た
だ
け
る
方
だ
け
に
お
手
伝
い

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
幸
い
事
故
は
一

度
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
全
な
活
動
が
続

く
と
、
ど
う
し
て
も
職
員
も
保
護
者
も
危

機
意
識
が
低
下
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

そ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
毎
年
職
員
は
研

修
に
行
き
、
高
い
意
識
を
保
て
る
よ
う
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。

活
動
に
よ
る
変
化

ろ
り
ぽ
っ
ぷ
幼
稚
園
・
保
育
園
で
は

様
々
な
体
験
活
動
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
を
安
全
な
所
ば
か
り
連

れ
て
行
く
の
で
は
な
く
、
時
に
は
危
険
も

あ
る
と
こ
ろ
へ
行
く
こ
と
で
、
危
険
の
学

び
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
見
遊
ん

で
い
る
だ
け
の
よ
う
に
見
え
る
活
動
に
も

実
は
沢
山
の
「
学
び
」
が
あ
り
ま
す
。

自
然
か
ら
学
ぶ
、
川
か
ら
学
ん
だ
子
ど

も
た
ち
の
体
験
活
動
で
は
、
ど
の
よ
う
な

学
び
が
あ
っ
た
の
か
幼
稚
園
か
ら
保
護
者

の
皆
様
へ
学
び
の
姿
を
写
真
付
き
で
発
信

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
い

た
だ
け
て
お
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
変
化
は
親
御
さ
ん
方
に

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
山
へ
行
く
こ
と
は

あ
っ
て
も
普
段
な
か
な
か
「
川
」
を
選
択

す
る
こ
と
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
園
に
お
子
さ
ん
を
通
わ
せ
る
ご
家
庭

で
は
「
川
」
が
選
択
肢
に
入
っ
て
お
り
家

族
で
自
然
に
親
し
む
習
慣
が
根
付
い
て
い

る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

ま
た
体
験
活
動
か
ら
学
ん
だ
危
機
管
理

の
意
識
も
保
護
者
の
間
で
上
が
っ
て
い
る

と
感
じ
る
変
化
で
す
。

ま
た
、
河
川
基
金
で
購
入
し
た
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
、
園
で
は
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
の
体
験
を
通
し
て

夏
休
み
に
家
族
で
川
へ
行
く
ご
家
庭
も
増

え
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
体
験
活
動
で
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
付
け
方
を
学
ん
で
い
る
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	 認め合う環境で子ども達の自信が生まれる

動
だ
け
で
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

例
年
漁
業
の
方
か
ら
鮭
の
卵
を
分
け
て

も
ら
い
、
子
ど
も
達
が
大
き
く
な
る
ま
で

育
て
時
期
が
来
た
ら
川
へ
放
流
に
行
き
ま

す
。
今
年
は
鮭
の
卵
が
手
に
入
ら
な
か
っ

た
の
で
、
マ
ス
を
お
世
話
し
て
い
ま
す
が
、

な
ぜ
鮭
が
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
？
子

ど
も
達
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
話
し
合
い

考
え
て
い
く
中
で
、
話
は
地
球
温
暖
化
ま

で
及
び
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
地
球
温
暖

化
を
止
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
？
自
分
達
の

出
来
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
？
子
ど
も
た

ち
は
考
え
、
普
段
の
生
活
の
中
で
も
電
気

を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
見
回
り
を
始
め
る

子
が
出
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
出
来
る
こ

と
は
何
か
？
考
え
る
子
ど
も
の
姿
が
そ
こ

に
は
あ
り
ま
し
た
。

普
段
川
へ
行
か
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
川

を
見
て
も
「
綺
麗
だ
ね
」
等
感
じ
る
だ
け

で
し
ょ
う
が
、
体
験
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
「
川
」
は
体
験
す
る
と
こ

ろ
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

た
め
、
何
人
も
の
大
人
に
チ
ェッ
ク
し
て
も

ら
い
Ｏ
Ｋ
が
出
な
い
と
川
に
入
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と
を
こ
こ
の
子
ど
も
た
ち
は
知
っ

て
い
ま
す
。

体
験
を
通
し
て
の
成
長

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
選
ん
で
行
動
す

る
こ
と
、
こ
れ
は
大
き
な
成
長
で
す
。

川
で
飛
ぶ
、
飛
ば
な
い
を
含
め
て
自
分

で
考
え
自
分
で
決
め
て
行
動
す
る
と
い
う

と
こ
ろ
の
巣
立
ち
を
共
有
で
き
る
こ
の
体

験
は
素
晴
ら
し
い
と
毎
年
感
じ
ま
す
。
子

ど
も
に
よ
っ
て
は
飛
ば
な
い
選
択
肢
も
あ

り
ま
す
。「
皆
飛
べ
た
か
ら
良
か
っ
た
ね
」

で
は
な
く
、
飛
べ
た
子
ど
も
は
そ
れ
な
り

の
達
成
感
を
味
わ
え
、
飛
ば
な
か
っ
た
子

ど
も
は
、
来
年
大
き
く
な
っ
た
ら
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
よ
う
！
と
思
い
、
様
々
な
選
択
を

し
た
子
ど
も
同
士
、
そ
の
選
択
を
認
め
合

え
る
環
境
に
子
ど
も
た
ち
の
友
達
関
係
を

非
常
に
良
い
も
の
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
認
め
合
う
環
境
が
他
の
場
面
に
お
い

て
も
自
分
の
意
見
を
言
い
易
く
な
る
よ
う

な
雰
囲
気
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

学
童
保
育
に
は
１
０
０
名
近
く
の
小
学
生

が
在
席
し
て
い
ま
す
が
、
５
歳
児
の
リ
ベ

ン
ジ
と
し
て
川
で
の
活
動
を
楽
し
み
に
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
か
ら
小
学
校

へ
の
橋
渡
し
と
し
て
も
、
主
体
的
な
子
ど

も
、
自
分
の
事
を
考
え
決
め
ら
れ
る
自
己

決
定
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

体
験
か
ら
の
学
び

子
ど
も
た
ち
の
学
び
は
川
へ
の
体
験
活

（写真右）
髙橋	元気　(FOLJ		5",")"4)*

ろりぽっぷ小規模保育園園長

（写真左）
高橋	恵美　&NJ		5",")"4)*

ろりぽっぷ保育園園長

（写真中央）
加茂　光孝　.JUTVUBLB		,".O

ろりぽっぷ学園長

【出身】
羽陽学園短期大学

【紹介文】
・ 学校法人ろりぽっぷ学園　幼稚園 1 園・認可保育園 3 園・小規模保育園 2 園・学

童保育 1 園・子育て支援室 2 園
・仙台市男女共同参画推進審議会　審議員　平成 23 年～現在
・仙台市子ども読書推進員（2016 ～ 2017）
・仙台市若林区警察少年補導員（2019 ～）
・仙台市社会教育委員（2019 年～）
・仙台市子ども読書活動推進計画（第 3 次）検討委員　平成 28 年度
・学校法人曽根学園　仙台幼児専門学校　非常勤講師
・ 親子向けパフォーマンスグループ　「そらとぶクレヨン」代表　 

※ファミリーコンサート　200 公演以上
・子育伊達塾乳幼児楽会　楽会長
・ ラジオ３　ラジオパーソナリティー　平成 22 年 8 月～現在
番組名「そらとぶクレヨンのパパとしゃべるか～」
◎著書：仙台父子手帳（2008 年発行）
◎子どもと健康―保育者をめざすあなたへ（共著：2014 年 4 月 1 日発行）
◎こどももおとなもうれしい園舎　（共著：2018 年 5 月 5 日発行）

講師歴　多数（仙台市・栗原市・名取市・酒田市等各保育園の保育士・幼稚園教諭
向け：児童館職員向け：自衛隊向け：保護者向け）

【ろりぽっぷ学園　受賞歴】
☆ソニー教育財団　教育助成☆

【H27 年度】優秀園受賞　保育園
【H28 年度】奨励園受賞　ろりぽっぷ保育園　ろりぽっぷ幼稚園
【H29 年度】奨励園受賞　ろりぽっぷ保育園　ろりぽっぷ幼稚園
【H30 年度】優秀園受賞　ろりぽっぷ保育園　奨励園　ろりぽっぷ幼稚園
【令和元年度】☆奨励園受賞　ろりぽっぷ保育園

☆園庭環境☆
【平成 28 年度】　第 27 回緑化大賞受賞　いぐねのにわ―ほかならぬ場所―

第 11 回キッズデザイン賞受賞
子どもたちの創造性と未来を拓くデザイン
―いぐねがつつむ　はじまりの「空感」―

あ
る
時
、
川
の
体
験
が
天
候
の
理
由
で

中
止
と
な
り
、
代
わ
り
の
活
動
は
何
を
し

た
い
か
尋
ね
る
と
、
晴
れ
た
日
に
ゴ
ミ
拾

い
を
し
た
い
！
遊
ん
だ
川
を
綺
麗
に
し
て

あ
り
が
と
う
！
と
言
い
た
い
等
の
意
見
が

自
然
に
出
て
き
ま
す
。
私
た
ち
大
人
で
さ

え
、
川
へ
行
く
ま
で
は
自
然
に
向
け
る
気

持
ち
が
普
段
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
ま
し
た
。
体
験
を
重
ね
、
郷
土

の
自
然
に
対
す
る
気
持
ち
が
子
ど
も
た
ち

に
確
実
に
育
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

	 認め合う環境で子ども達の自信が生まれる

* N 5 & 3 7 * &8 * N 5 & 3 7 * &8

河川基金だより42号案.indd   23 2020/06/02   12:15



����

大規模豪雨に伴う斜面崩壊及び流木発生量の推定を可能に

奈良ヶ谷川下流の山田地区での被災状況赤谷川小河内橋周辺での被災状況

ロジスティックモデル回帰分析による渓流毎の崩壊地面積率予測

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変

動
の
影
響
と
言
わ
れ
て
い
る
激
甚
な
豪
雨

災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

環
境
水
理
学
、
沿
岸
環
境
工
学
を
専
門
と

さ
れ
て
い
る
矢
野
真
一
郎
教
授
か
ら
、「
平

成
ùĀ
年
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
分
析
に
基

づ
く
流
木
被
害
の
Ｌ
１
・
Ｌ
２
設
定
基
準

の
提
案
」
の
研
究
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
解
析
に
よ
る
流
木

被
害
の
評
価
モ
デ
ル
研
究
の
概
要

近
年
多
発
し
て
い
る
大
規
模
豪
雨
災
害

で
は
、
流
木
が
原
因
と
さ
れ
る
水
害
の
助

長
が
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
最

も
顕
著
な
事
例
が
、
平
成
ùĀ
年
７
月
九

州
北
部
豪
雨
で
す
。
こ
の
水
害
で
は
降
水

量
の
多
か
っ
た
筑
後
川
右
岸
支
川
の
流
域

で
同
時
多
発
的
な
斜
面
崩
壊
や
土
石
流
に

よ
り
大
量
の
土
砂
や
流
木
が
発
生
し
流
下

し
ま
し
た
。
流
木
に
よ
る
橋
梁
の
閉
塞
に

伴
い
洪
水
が
河
道
か
ら
溢
れ
る
な
ど
の
被

害
や
橋
梁
の
流
出
は
、
復
旧
・
復
興
の
大

き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
研
究
で
は
、
こ
の
水
害
で
発
生
し
た

数
多
く
の
斜
面
崩
壊
と
そ
れ
に
伴
う
流
木

発
生
に
着
目
し
、
流
木
災
害
が
顕
著
で

あ
っ
た
赤
谷
川
な
ど
の
全
支
川
流
域
に
つ

い
て
、
斜
面
崩
壊
に
関
連
す
る
と
推
測
さ

渓流毎の実績崩壊地面積率 渓流毎の予測崩壊地面積率（case24）

れ
る
デ
ー
タ
類
を
メ
ッ
シ
ュ
デ
ー
タ
と
し
て

整
理
し
ま
し
た
。
そ
の
素
因
と
し
て
の
地

形
・
地
質
構
造
や
土
壌
被
覆
な
ど
と
、
誘

因
と
し
て
の
降
雨
を
基
に
渓
流
単
位
で
の

斜
面
崩
壊
率
の
評
価
モ
デ
ル
を
作
成
し
、

統
計
的
手
法
で
あ
る
ロ
ジ
ス
テ
ィッ
ク
回
帰

解
析
に
よ
り
降
雨
や
地
形
・
地
質
な
ど
の

情
報
を
総
合
的
に
包
含
し
た
流
木
発
生
量

の
評
価
モ
デ
ル
を
開
発
し
ま
し
た
。

今
回
、
被
災
地
の
デ
ー
タ
を
有
効
活
用

し
、
素
因
・
誘
因
か
ら
斜
面
崩
壊
の
傾
向

を
表
現
で
き
る
モ
デ
ル
開
発
に
よ
り
、
降

雨
規
模
に
応
じ
た
流
木
発
生
量
の
評
価
が

可
能
に
な
る
こ
と
か
ら
、
河
川
計
画
に
お

け
る
計
画
規
模
に
応
じ
た
計
画
流
木
発
生

量
の
推
定
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
Ｌ
１

（
比
較
的
発
生
頻
度
の
高
い
洪
水
）
や
Ｌ

２
（
最
大
ク
ラ
ス
の
洪
水
）
レ
ベ
ル
に
応

じ
た
流
木
発
生
量
を
議
論
す
る
一
助
に
な

る
成
果
を
得
ま
し
た
。

流
木
に
関
わ
る
研
究
の
深
化

平
成
ùû
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
も
広

範
囲
に
斜
面
崩
壊
が
起
き
、
一
度
に
同
時

多
発
的
に
多
量
の
流
木
が
発
生
し
ま
し

た
。
流
木
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
の
は
知
っ

て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
ま
で
は
あ
ま
り
興

味
は
無
か
っ
た
と
こ
ろ
、
土
木
学
会
の
現

地
調
査
団
の
幹
事
と
し
て
大
分
県
竹
田
市

大規模豪雨に伴う斜面崩壊及び流木発生量の推定
を可能に～ロジスティック回帰解析による流木被害の評価モデルの開発～
九州大学大学院工学研究院環境社会部門　教授	矢野	真⼀郎	さん
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大規模豪雨に伴う斜面崩壊及び流木発生量の推定を可能に

九州大学大学院工学研究院環境社会部門　矢野真⼀郎さんの取組み

川から海までの流域圏を対象として、環境と防災が調和した安全・安心
でサステナブルな水圏をつくるための研究を行っています。ここ数年は
大きな災害が多発しているため災害調査を毎年行っています。取材いた
だいた河川流域の流木災害リスク評価手法の開発に加えて、今進めてい
るテーマは、水俣湾とインドネシアを対象とした微量残留水銀動態と環
境中のメチル化機構に関する研究、有明海の貧酸素水塊への気候変動影
響評価、アマモとサンゴが共存する場（八代海）でのブルーカーボン動
態に関する研究などです。現地調査、数値モデリング、室内実験を組み
合わせたスタイルで研究を行っています。

水中ドローンにより撮影された八代海の海底の様子

の
大
野
川
水
系
玉
来
（
タ
マ
ラ
イ
）
川
で

の
大
規
模
な
流
木
災
害
を
実
際
に
初
め
て

直
接
目
の
当
た
り
に
し
て
、
こ
れ
は
や
る

べ
き
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

流
木
の
研
究
は
過
去
か
ら
色
々
さ
れ
て

い
て
、
我
々
水
工
学
分
野
の
研
究
で
は
、

流
木
の
橋
梁
で
の
捕
捉
の
水
理
実
験
や
数

値
モ
デ
ル
の
開
発
な
ど
の
研
究
は
あ
り
ま

し
た
。
実
際
に
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
上
で
、

境
界
条
件
で
あ
る
流
木
流
出
量
が
解
ら
な

け
れ
ば
リ
ス
ク
評
価
が
で
き
な
い
と
考
え

て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
砂
防
分
野
で
渓
流
に

砂
防
ダ
ム
を
整
備
す
る
際
に
流
木
流
出
量

を
評
価
す
る
経
験
的
な
手
法
は
あ
る
も
の

の
、
河
川
全
体
を
見
渡
し
て
の
研
究
は
少

な
く
、
流
木
流
出
量
や
橋
の
危
険
度
な

ど
は
解
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
そ
れ
な
ら

ば
、
こ
れ
を
研
究
テ
ー
マ
に
と
始
め
た
の

が
き
っ
か
け
で
し
た
。

当
初
は
河
川
と
斜
面
と
の
関
係
、
そ

こ
に
針
葉
樹
ま
た
は
広
葉
樹
が
生
え
て
い

る
か
そ
の
程
度
の
簡
単
な
情
報
で
評
価

す
る
モ
デ
ル
か
ら
始
め
ま
し
た
。
次
に
降

雨
に
よ
り
斜
面
崩
壊
が
起
き
る
か
を
地

盤
力
学
的
に
評
価
で
き
る
モ
デ
ル
で
あ
る

I�TMider

法
を
適
用
し
て
、
地
形
や
地
質

に
雨
の
情
報
を
加
え
て
、
降
雨
規
模
に
よ

り
斜
面
が
壊
れ
る
可
能
性
を
評
価
で
き
る

レ
ベ
ル
ま
で
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
く

中
で
、
平
成
ùĀ
年
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ

る
流
木
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
斜

面
崩
壊
と
流
木
の
デ
ー
タ
を
う
ま
く
活
用

す
る
た
め
、
ロ
ジ
ス
テ
ィッ
ク
モ
デ
ル
を
使

い
、
地
形
・
地
質
・
雨
な
ど
関
係
す
る
情

報
を
全
て
入
れ
た
統
計
モ
デ
ル
を
作
成
し

計
算
す
る
と
、
概
ね
実
績
の
斜
面
崩
壊
の

状
況
を
再
現
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

助
成
で
研
究
が
深
化
す
る
中
で
、
本
研
究

の
モ
デ
ル
を
開
発
で
き
た
こ
と
が
大
き
な

喜
び
で
す
。

こ
の
モ
デ
ル
を
活
用
し
て
、
平
成
ú÷
年

西
日
本
豪
雨
や
去
年
の
台
風
øĀ
号
の
丸
森

町
で
の
流
木
災
害
に
つ
い
て
も
調
査
・
分

析
し
て
、ま
と
め
て
い
る
所
で
す
。今
後
は
、

本
モ
デ
ル
が
他
流
域
で
適
用
可
能
か
を
検

証
し
、
よ
り
汎
用
性
の
あ
る
評
価
モ
デ
ル

へ
の
改
良
、
ま
た
Ｌ
１
・
Ｌ
２
流
木
災
害

を
評
価
す
る
た
め
の
基
準
と
そ
れ
に
応
じ

た
災
害
リ
ス
ク
評
価
や
そ
れ
ら
へ
の
対
応

策
の
研
究
へ
と
、
さ
ら
に
深
化
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

海
か
ら
川
、
そ
し
て
山
ま
で
流
域
圏
の
研
究

子
ど
も
の
時
は
モ
ノ
づ
く
り
系
が
好
き

で
し
た
。
私
が
九
大
に
入
っ
た
当
時
は
、

２
年
生
の
時
に
水
工
土
木
学
科
と
土
木
工

学
科
の
ど
ち
ら
か
に
選
別
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
で
し
た
。
土
木
は
モ
ノ
づ
く
り
系
で
、

水
工
は
日
本
で
唯
一
で
し
た
が
水
系
の
研

究
室
が
５
講
座
と
土
質
力
学
の
講
座
が
あ

り
、
何
と
な
く
水
工
に
進
み
ま
し
た
。
サ

イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
な
事
を
色
々
や
れ
る

所
で
、
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。
最
初
か

ら
研
究
者
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
研
究
を
し
て
い
る
と
段
々
面

白
く
な
っ
て
、
続
け
る
う
ち
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
感
じ
で
す
。

学
位
を
取
っ
た
後
は
、
海
の
物
質
輸
送

に
関
す
る
研
究
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
海
の
事
だ
け
で
、
川
は

全
然
や
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、

海
か
ら
川
に
上
が
っ
て
、
今
は
山
ま
で
上

が
っ
て
き
た
感
じ
で
す
。

専
門
で
あ
る
環
境
水
理
学
は
、
流
域
全

体
の
中
で
起
こ
る
水
環
境
に
関
す
る
過
程

の
研
究
を
す
る
分
野
で
す
。
流
域
全
体
を

考
え
る
幅
の
広
い
学
問
で
、
河
川
だ
け
で

は
な
く
、
地
下
水
、
影
響
す
る
水
文
的
な

事
象
、
河
口
か
ら
出
た
後
の
海
も
含
め
た

領
域
で
あ
る
流
域
圏
を
対
象
と
し
、
ベ
ー

ス
は
力
学
的
な
水
理
学
で
す
が
、
生
態
学

や
化
学
や
水
文
学
も
取
り
込
ん
だ
ト
ー

タ
ル
で
評
価
す
る
学
際
的
な
学
問
分
野
で

す
。最

近
取
り
組
み
始
め
た
の
が
、
八
代
海

の
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
動
態
調
査
と
数
値
モ

デ
ル
作
り
で
す
。
ア
マ
モ
は
光
合
成
す
る

と
き
に
海
の
中
で$0

�

を
吸
収
し
、
そ
の

こ
と
が
温
暖
化
の
抑
制
効
果
に
重
要
で
あ
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大規模豪雨に伴う斜面崩壊及び流木発生量の推定を可能に

る
こ
と
が
最
近
分
か
っ
て
き
て
、
い
わ
ゆ

る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
が
着
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
八
代
海
で
面
白
い
の
は
サ
ン
ゴ
も
生

息
し
て
お
り
、
サ
ン
ゴ
と
ア
マ
モ
が
生
息

し
て
い
る
例
は
あ
ま
り
無
く
、
両
方
共
存

し
て
い
る
特
殊
性
の
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、

他
大
学
の
先
生
と
も
チ
ー
ム
を
組
ん
で
研

究
し
て
い
ま
す
。

温
暖
化
対
策
と
し
て
の
研
究
の
進
化

最
近
取
り
組
ん
で
い
る
、
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
動
態
調
査
も
引
き
続
き
研
究
を
進

め
ま
す
が
、
や
は
り
流
木
の
研
究
が
大
夫

ワ
ー
ク
的
な
テ
ー
マ
の
一つ
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

現
在
実
施
し
て
い
る
研
究
は
、
集
水
域

か
ら
発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
最
大
流
木

量
で
あ
る
流
木
発
生
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
よ
っ

て
、
橋
に
集
積
す
る
量
や
、
ど
の
橋
梁
が

危
険
か
な
ど
の
順
位
付
け
を
す
る
評
価
法

の
開
発
で
す
。
加
え
て
、３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー

で
流
木
の
形
を
出
来
る
だ
け
精
密
に
再
現

し
て
、
流
木
の
橋
梁
へ
の
集
積
傾
向
に
対

す
る
影
響
を
評
価
す
る
た
め
の
水
理
実
験

も
始
め
ま
し
た
。
流
木
災
害
リ
ス
ク
評
価

モ
デ
ル
を
出
来
る
だ
け
信
頼
性
の
高
い
モ

デ
ル
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
リ
ス
ク
評
価
手

法
は
そ
れ
な
り
に
出
来
上
が
っ
た
の
で
、

今
後
は
リ
ス
ク
低
減
に
つ
い
て
研
究
を
進

化
さ
せ
、
流
木
リ
ス
ク
を
総
合
的
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

ま
た
将
来
は
、
大
規
模
流
木
災
害
が

起
き
た
と
こ
ろ
の
評
価
結
果
を
基
に
、
ま

だ
起
き
て
い
な
い
日
本
全
国
の
河
川
に
お

け
る
流
木
リ
ス
ク
評
価
を
試
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
森
林
関
係
の
研
究

者
と
組
ん
で
、
森
林
の
状
態
が
流
出
量
に

ど
う
影
響
す
る
か
を
組
み
込
ん
だ
モ
デ
ル

�
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1990 年　九州大学工学部水工土木学科卒業、1992 年　九州大学大学院工
学研究科水工土木学専攻修士課程修了、1995 年　同博士後期課程修了、
1998 年　博士（工学）

【職歴】
1995 年　九州大学助手、1998 年　長崎大学講師、2004 年　九州大学助教
授、2015 年より現職

【受賞】
1994 年　第 9 回国際水理学会アジア太平洋地区会議最優秀論文賞
2007 年　平成 19 年度　河川整備基金助成事業優秀成果
2019 年　平成 30 年度　河川整備基金助成事業優秀成果

【所属学会】
土木学会、国際水圏環境工学会、日本流体力学会、日本海洋学会、
ダム工学会

【主な著書・執筆論文】
・新編水理学（共著）、理工図書。
・環境水理学（共著）、土木学会。
・矢野真一郎（2018）：GIS を用いた流域全体の流木災害リスク管理手法、

2018 年度（第 54 回）水工学に関する夏期研修会講義集。
・Matsuyama, Yano, et al.（2019） The spatial distribution of total 

mercury in sediments in the Yatsushiro Sea, Japan, Marine Pollution 
Bulletin, 149.

・田所壮也・矢野真一郎（2019） 気候変動による温度や河川流量の変化が
与える有明海の貧酸素水塊の消長への影響の評価、土木学会論文集 B2（海
岸工学）、75（2）。

・矢野真一郎、他（2018） 気候変動による降水量変化が河川流域の流木災
害リスクへ与える影響に関する評価、土木学会論文集 B1（水工学）、74（4）
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大規模豪雨に伴う斜面崩壊及び流木発生量の推定を可能に

ご寄付の御礼

　令和元年 4 月から令和 2 年 3 月 31 日までの１

年間に、「一般財団法人　宮崎大淀川スポーツセン

ター様」や「前田建設工業株式会社」「釧路・リバー・

プロテクション・21 の会」をはじめとする、団体

や個人の皆様から 2,243,433 円のご寄附をいただ

きました。寄付者の皆様に心より御礼申し上げま

す。

　ご厚志につきましては、河川基金として管理し、

その運用益を河川の治水・利水・環境に関する調査、

川づくり団体の活動や学校での河川教育を支援す

る助成事業のために有効に使わせていただく所存

でございます。

寄付金の
税法上の優遇措置について

当財団は、内閣総理大臣より「公益財団法人 」としての認定を受けて
おります（認定日は平成 25 年 3 月 21 日、法人登記日は同年 4 月 1 日）
ので、当財団への寄付金には上記の河川基金への寄付金及び一般寄付
金のいずれについても特定公益増進法人としての税法上の優遇措置が
適用され、所得税（個人）・法人税（法人）の所得控除等が受けられます。

詳細は河川財団 HP をご覧下さい。
Ⱅ渣頿㔚法人　屎川頿㔚

　　理✲長　　ꟼ　⯘	䊹

数字で見る「河川基金」

秈11,120⟝助成件数
（僻ㄤ �� 䎃䏝։⟀ㄤ � 䎃䏝）

秈122⭙ⰼ助成総額
（僻ㄤ �� 䎃䏝։⟀ㄤ � 䎃䏝）

屎川頿㔚 嗚稊

河川財団は、我が国の助成財団の
中で、助成等事業費で上位 100 財
団の 79 位（2018 年度）にランキ
ングされています。

「日本の助成財団の現状」より
助成財団センター調べ

（有効回答数：1,832 団体）

助成等事業費

79⡘

寄付者の皆様へ

河川基金ウェブサイトでは、助成事業に関するイベント等の「活動告知ページ」及び「活
動報告ページ」を設けております。助成を受けられている方はぜひご活用下さい。

河川基金ウェブサイトを
ご活用ください。

www.kasen.or. jp/kikin/ 【活用例】
・イベント等の活動告知
・イベント等のレポート
・研究等の受賞報告
　等
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河川財団は、河川に関する調査・研究及び環境整備並びに
河川への理解を深めるための活動に対する助成並びにその
実施を行うことにより、	国土の利用、整備又は保全及び国
民の心身の健全な発達を促進し、公共の福祉を増進します。
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和

2
年

4
月
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行
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劤部
〒 103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町 11-9 住友生命日本橋小伝馬町ビル（2F）
http://www.kasen.or.jp E-mail:info@kasen.or.jp

せ〢㾊✲⹡䨽
〒 463-0068 名古屋市守山区瀬古 3 丁目 710 番地
TEL052-388-7891 FAX052-388-7918
E-mail:info-n@nagoya.kasen.or.jp

鵚毅✲⹡䨽
〒 540-6591 大阪市中央区大手前 1-7-31（OMM13F）
TEL06-6942-2310 FAX06-6942-2118
E-mail:info-o@osaka.kasen.or.jp

劤部
筨⹡部  TEL:03-5847-8301 FAX:03-5847-8308
穗営⟰歗部  TEL:03-5847-8302 FAX:03-5847-8308
 
㛇ꆃ✲噟部	 TEL:03-5847-8303 FAX:03-5847-8309
㶨ך׮ו水鴟٦ةٝإز٦ه؟
  TEL:03-5847-8307 FAX:03-5847-8314
屎川筨さ研究䨽 TEL:03-5847-8304 FAX:03-5847-8310
（䨌殛涸笝䭯盖理研究䨽）

東京✲⹡䨽	 TEL:03-5847-8306 FAX:03-5847-8310
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河川財団が「紺綬褒章」公益団体として、内閣府より認定
　河川財団は、内閣府（賞勲局）より「紺綬褒章」
の公益団体認定（褒章条例ニ関スル内規 第２条）
を受けました（平成 29 年 6 月 28 日付）。褒章の
一つである「紺綬褒章」は、公益のため私財を寄
付した方々（個人では 500 万円以上、法人では
1,000 万円以上）を対象としています。
　平成 29 年 6 月 28 日以降、河川財団へのご寄付

（河川基金への寄付または一般寄付）をいただ
いた方で上記条件を満たす場合には「紺綬褒章」
の授与申請を致します。

紺綬褒章とは（内閣府HPより）

   公益のために私財を寄附した者を対象とする紺綬褒章は、表彰されるべ
き事績の生じた都度、各府省等の推薦に基づき審査をし、授与を行ってい
ます。
   国、地方公共団体又は公益団体（公益を目的とし、法人格を有し、公益
の増進に著しく寄与する事業を行う団体であって、当該団体に関係の深い
府省等の申請に基づき賞勲局が認定した団体）に対する寄附が授与の対象
となります。

   ※地方公共団体等への寄附について、寄附者が当該寄附に対する返礼品
（記念品の類を除く）を受領した場合は、紺綬褒章の対象となりません。
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